
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

羽生田小学校運動会羽生田小学校運動会

交流のまちづくり事業交流のまちづくり事業交流のまちづくり事業

もやし…1袋　　にんじん…中１/３本

切干大根…２０ｇ　　小松菜…１/２袋　　

　　醤油…小さじ２　　三温糖…小さじ１　　塩…小さじ１/2

　　ごま油…小さじ１　　いりごま…小さじ２

田上の彩時記で紹介した菜の花畑は、曽根地区の皆さんが毎年種をまいて植栽しています。
また、護摩堂山登山道でも、護摩堂山の自然を楽しんでもらうため、曽根地区の皆さんがオトメユリ・ヤマユリを
植栽しています。護摩堂山のユリは6月中旬ころまでが見ごろですので、
ぜひ護摩堂山へ足を伸ばしてみませんか。あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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平成27年

◆町県民税１期

◆国民健康保険税３期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（5月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,148
+ 3

12,403
－ 24

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　今回は町学校給食共同調理場の学校栄養教諭の杉山朝子さんが暑い季節にお

すすめの学校給食メニューを紹介します。

　町内小・中学校の給食を1日905食作っています。地元産の
旬の食材を活用し、バランスよくおいしい給食を提供してい
ます。子どもたちは、給食の魚や野菜料理も比較的喜んで食
べています。いろいろな食材が入った給食はみんなで食べる
とさらにおいしいようです。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

忙しい時も野菜を忘
れないでね！
　　　　たけたより

作り方 ①にんじんはせん切りにして茹でて冷ます。

②もやしは水から茹で、沸騰後すぐにザルにあけ、流水で冷やし、水気

　　をよく切る。

③切干大根はもどして、3㎝に切り、茹でて冷ます。

④小松菜は3㎝に切り、茹でて冷ます。

⑤調味料を合せ、食べる直前に茹でた野菜と和え、いりごまを振りかける。

※ラー油を入れてもおいしいです。

【担当のコーナー】

【給食献立】

　五目炒飯、焼き餃子
　もやしのナムル
　ニラ卵スープ、牛乳

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

田上小学校運動会田上小学校運動会
材料

（４人分）

✿醤油より、塩味をきかせることで、ごま油といりごまの香りを楽しめ

　　ます。

✿切干大根を入れることで、歯ごたえがよくなり、カルシウムや鉄、食

　　物繊維がとれます。

✿給食では、ぜんまいと豚肉、たけのこなどで作る、ビビンバの具とと

　　もに、ごはんに混ぜて食べる献立も人気です。

一口
メッセージ

もやしのナムル ★もやしのナムル

曽根地区の菜の花畑の様子（4月29日）
ゴールデンウィーク中の竹の子堀
体験会の様子

　４月下旬、曽根地区では菜の花が満開

でした。また、５月上旬は筍掘り体験会

が開催され、町内外から大勢の参加者が

あり、旬のイベントを楽しんでいました。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
学校給食のおすすめレシピ

★田上町学校給食共同調理の紹介コーナー

6月は食育月間です。みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112



ご意見の提出・問い合わせ：町教育委員会学校教育係  57-6114   FAX 57-3111
電子メール：t1141@town.tagami.niigata.jp

　
５
月
11
日
か
ら
15
日
の
５
日
間
に

か
け
て
、
現
在
設
置
の
検
討
を
進
め

て
い
る
生
涯
学
習
機
能
を
持
つ
施
設

や
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
11
日
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
ら
始
ま
り
、
田
上
町
公
民

館
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
羽
生
田

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
計
５
ヶ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
副
町
長
か
ら
こ
れ

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
は
教
育
委
員
会
か
ら
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
施
設
に
つ
い

て
の
詳
細
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
概
略

　
町
で
は
、
現
在
の
役
場
庁
舎
を
建

設
す
る
当
初
か
ら
、
文
化
的
施
設
の

建
設
を
検
討
し
、
役
場
前
の
土
地
を

購
入
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
検
討
し

て
い
る
計
画
は
、
国
道
４
０
３
号
バ

イ
パ
ス
の
脇
に
生
涯
学
習
の
拠
点
施

設
と
そ
の
施
設
周
辺
に
「
道
の
駅
」

の
よ
う
な
機
能
を
プ
ラ
ス
し
、
「
に

ぎ
わ
い
」
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
原
ヶ

崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
機
能
を

活
か
し
つ
つ
、
図
書
館
機
能
を
集
約

す
る
た
め
、
増
築
を
含
め
た
必
要
最

小
限
の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
「
道
の
駅
」＋「
原
ヶ
崎

交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」
と
い
う
２

つ
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
国

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
金
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の

負
担
は
抑
え
つ
つ
、
町
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の

　　ご
意
見
を

　　　　　　お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
今
後
道
の
駅
等
の
基
本

的
な
構
想
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
よ
り
良

い
施
設
を
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴

し
、
可
能
な
限
り
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　
町
で
作
成
し
た
別
紙
図
面
（
案
）

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
「
も
っ
と
こ
う

し
た
ら
ど
う
か
」
や
「
も
っ
と
こ
う

い
う
機
能
が
欲
し
い
」
と
い
っ
た
皆

さ
ん
が
お
気
づ
き
に
な
っ
た
ご
意
見

を
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
計
画
案
は
あ
く
ま
で
「
叩
き
台
」

で
す
。
こ
こ
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
良
い
施
設
を
作
っ
て
い
け

れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修

に
つ
い
て
も
、
同
時
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
受
付
期
間
〕

　
７
月
24
日
（
金
）
ま
で

〔
住
民
説
明
会
資
料
・
記
入
用
紙
〕

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
、
竹
の

友
幼
児
園
、
田
上
町
公
民
館
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〔
提
出
方
法
〕

　
役
場
、
竹
の
友
幼
児
園
、
田
上
町

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
「
ご
意
見
箱
」
へ

投
函
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー

ル
や
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
　関
連

Ｑ
１
．
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
は
幼

　
稚
園
か
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
変

　
わ
っ
て
か
ら
は
、
大
人
が
使
う
に

　
は
、
非
常
に
不
便
な
建
物
な
の
で
、

　
建
て
替
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な

　
い
か
。
そ
れ
に
係
る
費
用
に
つ
い

　
て
の
試
算
比
較
を
聞
か
せ
て
ほ
し

　
い
。

Ａ
１
．
町
と
し
て
、
３
案
を
検
討
し

　
ま
し
た
。

　
①
全
面
改
修
８
億
円

　
②
全
面
新
築
６
億
円

　
③
改
修
＋
増
築
２
・
６
億
円

　
そ
の
結
果
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え

　
③
案
を
町
の
考
え
と
し
て
、
議
会

　
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
等

　
に
つ
い
て
、
今
後
建
設
す
る
内
容

　
に
よ
っ
て
増
減
し
ま
す
が
、
約
15

　
億
円
程
度
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
地
域
交
流
会
館
　関
連

Ｑ
２
．
「
に
ぎ
わ
い
」
と
い
う
意
味

　
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
交
流

　
会
館
は
町
内
の
た
め
、
道
の
駅
は

　
町
外
の
方
の
た
め
な
の
か
。

Ａ
２
．
地
域
交
流
会
館
に
お
い
て
は

　
公
民
館
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
の

　
で
、
町
民
の
方
が
多
く
利
用
し
て

　
い
た
だ
き
、
バ
イ
パ
ス
沿
線
の
道

　
の
駅
で
直
売
所
、
ト
イ
レ
な
ど
を

　
設
置
す
れ
ば
町
内
外
の
方
か
ら
も

　
利
用
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い

　
ま
す
。
会
館
の
中
に
は
「
多
目
的

　
ホ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

　
内
外
問
わ
ず
色
々
な
方
か
ら
利
用

　
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
役
場
駐
車
場
と
の
相
互
乗
り

　
入
れ
を
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

　
い
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は

　
将
来
「
夏
ま
つ
り
」
な
ど
を
行
い

　
ま
す
か
？

Ａ
３
．
相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
検

　
討
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的

　
に
は
「
祭
」
な
ど
に
つ
い
て
も
実

　
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

←至加茂市 至新潟市→

役場
↓

↑
道の駅建設予定地

社会福祉
協 議 会

↓

田上町
商工会
↓

←至加茂市 至新潟市→

役場
↓

↑
道の駅建設予定地

社会福祉
協 議 会

↓

田上町
商工会
↓

各会場での主な質問事項

※
詳
し
い
説
明
資
料
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

　
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

　
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
説
明

　
会
は
、
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
り
、
町
民
の

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
可

　
能
な
限
り
反
映
い
た
し
ま
す
。
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道
の
駅
等
整
備
に
つ
い
て
の

　
　

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

道
の
駅
等
整
備
に
つ
い
て
の

　
　

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
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れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修

に
つ
い
て
も
、
同
時
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
受
付
期
間
〕

　
７
月
24
日
（
金
）
ま
で

〔
住
民
説
明
会
資
料
・
記
入
用
紙
〕

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
役
場
、
竹
の

友
幼
児
園
、
田
上
町
公
民
館
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〔
提
出
方
法
〕

　
役
場
、
竹
の
友
幼
児
園
、
田
上
町

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
あ
る
「
ご
意
見
箱
」
へ

投
函
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー

ル
や
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
　関
連

Ｑ
１
．
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
は
幼

　
稚
園
か
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
変

　
わ
っ
て
か
ら
は
、
大
人
が
使
う
に

　
は
、
非
常
に
不
便
な
建
物
な
の
で
、

　
建
て
替
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な

　
い
か
。
そ
れ
に
係
る
費
用
に
つ
い

　
て
の
試
算
比
較
を
聞
か
せ
て
ほ
し

　
い
。

Ａ
１
．
町
と
し
て
、
３
案
を
検
討
し

　
ま
し
た
。

　
①
全
面
改
修
８
億
円

　
②
全
面
新
築
６
億
円

　
③
改
修
＋
増
築
２
・
６
億
円

　
そ
の
結
果
、
財
政
状
況
も
踏
ま
え

　
③
案
を
町
の
考
え
と
し
て
、
議
会

　
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
道
の
駅
等

　
に
つ
い
て
、
今
後
建
設
す
る
内
容

　
に
よ
っ
て
増
減
し
ま
す
が
、
約
15

　
億
円
程
度
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
地
域
交
流
会
館
　関
連

Ｑ
２
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「
に
ぎ
わ
い
」
と
い
う
意
味

　
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
交
流

　
会
館
は
町
内
の
た
め
、
道
の
駅
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町
外
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方
の
た
め
な
の
か
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Ａ
２
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地
域
交
流
会
館
に
お
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て
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公
民
館
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を
持
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せ
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い
る
の

　
で
、
町
民
の
方
が
多
く
利
用
し
て

　
い
た
だ
き
、
バ
イ
パ
ス
沿
線
の
道

　
の
駅
で
直
売
所
、
ト
イ
レ
な
ど
を

　
設
置
す
れ
ば
町
内
外
の
方
か
ら
も

　
利
用
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い

　
ま
す
。
会
館
の
中
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は
「
多
目
的

　
ホ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

　
内
外
問
わ
ず
色
々
な
方
か
ら
利
用

　
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
役
場
駐
車
場
と
の
相
互
乗
り

　
入
れ
を
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

　
い
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は

　
将
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「
夏
ま
つ
り
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な
ど
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行
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ま
す
か
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Ａ
３
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互
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将
来
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に
は
「
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な
ど
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←至加茂市 至新潟市→

役場
↓

↑
道の駅建設予定地

社会福祉
協 議 会

↓

田上町
商工会
↓

←至加茂市 至新潟市→

役場
↓

↑
道の駅建設予定地

社会福祉
協 議 会

↓

田上町
商工会
↓

各会場での主な質問事項

※
詳
し
い
説
明
資
料
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

　
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち

　
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
説
明

　
会
は
、
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
り
、
町
民
の

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
可

　
能
な
限
り
反
映
い
た
し
ま
す
。
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※福祉避難所は、要援護者（障がい者・要介護者・乳幼児・妊婦等）を対象とした避難所です。

①気象情報に注意！
　テレビ、ラジオの気象情報は常にチェックしま

　しょう。特に集中豪雨は予報が難しく、急に警

　報が出ることもあります。

②避難場所を確認！
　家族全員で避難場所や危険箇所を確認しておき

　ましょう。

③非常用の持出品を準備！
　飲料水、食料、懐中電灯、ラジオなど。

災害への心構え

避難場所は…

災害への心構え

避難場所は…

④避難は早めに、指定の場所へ！
　乳幼児や高齢者は避難に時間がかかるので、隣近

　所で助け合いましょう。

⑤増水した川へは近づかない！
　境目が分かりにくく危険です。流木等の撤去は危

　険ですので、絶対に１人ではしないでください。

　大木などがあった場合は、すぐに役場へ連絡して

　ください。

町が指定した避難場所（災害の種類などで変更になる場合があります）

湯川公会堂

ごまどう湯っ多里館

老人憩いの家　心起園

コミュニティセンター

田上小学校

田上町公民館

田上中学校

田上町町民体育館

田上中学校武道場

竹の友幼児園

原ヶ崎交流センター

総合公園YOU・遊ランド

羽生田公民館

羽生田小学校

老人福祉センター

加茂暁星高等学校（第二体育館）

新潟中央短期大学体育館

保明交流センター

※ふれあいの家

※くつろぎの家

※やすらぎの家

※総合保健福祉センター

湯川1765－2（湯川）

田上丙3673－1（中店）

田上丙1189（山田）

田上丙1274－2（山田）

田上乙333（上野）

田上丁2396（本田上）

原ヶ崎新田2700（原ヶ崎）

原ヶ崎新田2700（原ヶ崎）

原ヶ崎新田2700（原ヶ崎）

原ヶ崎新田1978-1（原ヶ崎）

吉田新田丁242（下吉田）

羽生田乙851－6（羽生田）

羽生田丙521－2（羽生田）

羽生田乙555（清水沢）

川船河甲885－1（川船河）

加茂市学校町16-18

川船河甲1568（川船河）

保明新田806－5（下中村）

田上丙2548－2（中店）

原ヶ崎新田2635－10（原ヶ崎）

原ヶ崎新田3070（原ヶ崎）

原ヶ崎新田3071（原ヶ崎）

57－6301

57－3182

57－5355

57－2018

57－3114

57－2039

57－3390

41－5530

57－4378

57－5945

57－4750

57－2017

53－2243

52－2000

52－2120

57－3863

57－2318

57－6121

57－6262

57－6277

避難場所

平成27年6月1日現在

所在地（行政区） 電話番号

問い合わせ：役場総務課庶務防災係  57-6222

土砂災害から身を守ろう！土砂災害から身を守ろう！土砂災害から身を守ろう！
6月は土砂災害防止月間近年の異常気象により、局地的な豪雨や大雨が発生し、

各地で土石流などの土砂災害が発生しています。

これから雨の多い時季を迎え、土砂災害が起こりやすくなります。十分注意しましょう。

　「土砂災害ハザードマップ」を確認し、土砂災害の恐れのある箇所や避難
所の位置・経路などを事前に確認しておきましょう。
※土砂災害ハザードマップは、昨年、土砂災害警戒区域のある地区（川ノ下、
　上野、山田、中店、湯川、清水沢、羽生田、川船河、下吉田地区）の世帯
　に配布しました。
　土砂災害ハザードマップは、町ホームページでも確認できます。
　（http://www.town.tagami.niigata.jp/living/sa/2014-1028-1257-13.html）　

　土砂災害発生の危険度が非常に高くなったときには、「土砂災害
警戒情報」が発表されます。大雨が予想されるときには、テレビ、
ラジオなどの情報に注意しましょう。
　町では、災害発生が予想されるときには緊急速報メール、町登録
メールなどにより避難勧告等の防災情報をお知らせします。
ぜひ「携帯電話へのメール配信サービス」へ登録を！
　町が発信する月２回のお知らせの他、緊急時の情報を携帯電話で
受信できます。避難情報などが受信できますので、ぜひご登録くだ
さい。
【登録方法】
　下記メールアドレスに空メールを送り、登録画面から欲しい情報を選択して
　ください。
　p-tagami@b.bme.jp（→QRコードからでもメールアドレスを取得できます。）

危険を感じたら速やかに安全な場所へ避難しましょう。
町が土砂災害による避難勧告を発令した場合には、総合保健
福祉センター（役場となり）に避難所を開設する予定ですが、
親戚・知人宅、自主防災組織で決めた避難所（地区公民館な
ど）も避難先として考えられます。
　また、降雨が激しく外出が困難なときは、ガケから離れた
２階以上の部屋に避難することも考えられます。

情報を収集

早めの避難

地域を確認

情報を収集

早めの避難

地域を確認
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問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

　特定健康診査はメタボリックシンドロームに着目した健診です。

　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常といった

動脈硬化の危険因子が重なった状態です。放置しておくと、後に重大な病気を招くことがあります。

　特定健康診査を受けることで生活習慣病の発症予防や、みなさんの健康を維持することができる

ため、ぜひ、健診を受けましょう。

※基本項目：質問項目・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・尿検査・血圧測定・

　　　　　　血液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血）

※詳細項目：心電図検査・眼底検査（医師が必要と認めた方、40歳以上で希望の方）

・右記健康診査日程表を

　参考に受診してくださ

　い。なお、地区割はあ

　りますが、ご都合のよ

　い日に受診していただ

　いて結構です。６、７

　月の他、10月16日（金）

　にも実施いたします。

・40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方、40～74歳の社会保険等の被扶養者の方、75歳以上（後期高齢

　者医療制度の加入者）は「特定健康診査受診券」と「健康保険証」および「特定健康診査受診票」をお持

　ちください。

・39歳以下の方は「特定健康診査受診票」をお持ちください。

・70～74歳の田上町国民健康保険加入者で個別健診の受診を希望される方は、「個別健診のご案内」をご覧

　の上受診してください。

・「特定健康診査受診票」については、受診票の裏面の標準的な質問票をご記入してお持ちください。

・健診料金について

【健診当日】

①40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診券」およ

　び「特定健康診査受診票」が届きます。

②40～74歳の社会保険等の被扶養者の方で、受診を希望の方は保健福祉課へお申込ください。

③39歳以下及び75歳以上（後期高齢者医療制度の加入者）で２月の健康診査世帯意向調査で申込みをされた

　方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診票」が届きます。

④70～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診券」の他

　に「個別健診のご案内」が届きます。

特定健康診査を受けるまでの流れ

健康診査の受け方を確認しましょう

特定健康診査を受けるまでの流れ

健康診査の受け方を確認しましょう

対　象

40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方

40～74歳の社会保険等の被扶養者の方

70歳以上の方

39歳以下の方

※基本項目

800円

保険者より通知

無料

800円

※詳細項目

500円

500円

無料

月日（曜日）

6月24日（水）

6月25日（木）

6月26日（金）

6月29日（月）

6月30日（火）

7月 1日（水）

7月 2日（木）

7月 3日（金）

7月 5日（日）

会　場

コミュニティ

センター

老人福祉

センター

保健センター

対象地区及び受付時間

※午前のみ

午前9：00～11：30 午後1：00～2：00

上野

湯川

川船河東1・２区

清水沢1・２区

羽生田1・３区

青海・下吉田３・４区

中店２・４区、中店嶋

中店1・３区

山田

坂田・上吉田

川船河西・南・北

羽生田２・４区

原ヶ崎

本田上1・２・３区

本田上４区・川の下

後藤・曽根・下横場・上横場・
川前・保明嶋

下中村・上中村・四ツ合・
千刈・石田・下吉田1・2区

年齢 40～74歳 年齢 75歳以上

保険証が

国保の方

保険証が

社会保険等の方
今年度75歳を迎える方は、誕生日から後期

高齢者医療制度の加入者になります。田上

町が新潟県後期高齢者医療広域連合の委託

を受けて実施します。

それぞれの医療保険者

が特定健康診査を実施

◎昨年度より、一部の年齢の方（70～74歳）については田上町指定の医療機関で受診できるよう

　になりました。（個別健診の案内は「きずな５月号」２～３ページにも掲載）

　受診できる方には、「個別健診のご案内」を送付しますので内容をご確認ください。

保険証が社会保険等の

被扶養者で田上町の特

定健康診査を受診でき

るという案内があった

方。

田上町が実施する特定健康診査が受けられます。

年齢 39歳以下 田上町が実施する健康診査を受診できます。胸部レントゲン検診

かくたん検査

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診歯と歯ぐきの健康診断胸部レントゲン検診

かくたん検査

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診歯と歯ぐきの健康診断胸部レントゲン検診
（肺がん検診と結核検診）
肺がんは男性のがんによる死亡の中で最も多

く、田上町においても増加しています。検診

を受けて早期発見・早期治療をしましょう。

●対象　40歳以上

　　　　・40～64歳：肺がん検診

　　　　・65歳以上：肺がん検診と結核検診

●内容　胸部レントゲン検査　●料金　無料 かくたん検査

特定健康診査と同時実施している検診 （加入している健康保険に
関係なく受診できます）

（肺がん検診）
●対　　象　胸部レントゲンの問診項目（喫

　　　　　　煙指数・血たんの有無・職業歴）

　　　　　　に該当する方　　　　　　

●料　　金　800円（70歳以上は無料）

●検査方法　配布の容器に３日間（指定の日）

　　　　　　のたんをとり、役場に提出しても

　　　　　　らいます。

肝炎ウイルス検診
●対象　平成28年３月31日までに40歳になる

　　　　方、または41歳以上の方で今まで未

　　　　受診の方

●内容　血液検査

　　　　（Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検査）

●料金　800円（70歳以上は無料）

前立腺がん検診
前立腺がんは年齢とともに増加しま

す。早期には症状がありませんので、

検診を受けて早期に発見することが

大切です。（「異常なし」の検診結果

の場合は原則３年に１回の受診）

●対象　50歳以上の男性

●内容　血液検査（前立腺特異抗原

　　　　　　　　（ＰＳＡ）の測定）

●料金　500円（70歳以上は無料）

歯と歯ぐきの健康診断
●日時　７月３日（金） 午後1：30～3：00

　　　　７月５日（日） 午前9：00～10：30

●会場　保健福祉センター（特定健診会場内）

●対象　希望の方

●内容　歯科健診・歯科相談　●料金　無料
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問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

　特定健康診査はメタボリックシンドロームに着目した健診です。

　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常といった

動脈硬化の危険因子が重なった状態です。放置しておくと、後に重大な病気を招くことがあります。

　特定健康診査を受けることで生活習慣病の発症予防や、みなさんの健康を維持することができる

ため、ぜひ、健診を受けましょう。

※基本項目：質問項目・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・尿検査・血圧測定・

　　　　　　血液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血）

※詳細項目：心電図検査・眼底検査（医師が必要と認めた方、40歳以上で希望の方）

・右記健康診査日程表を

　参考に受診してくださ

　い。なお、地区割はあ

　りますが、ご都合のよ

　い日に受診していただ

　いて結構です。６、７

　月の他、10月16日（金）

　にも実施いたします。

・40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方、40～74歳の社会保険等の被扶養者の方、75歳以上（後期高齢

　者医療制度の加入者）は「特定健康診査受診券」と「健康保険証」および「特定健康診査受診票」をお持

　ちください。

・39歳以下の方は「特定健康診査受診票」をお持ちください。

・70～74歳の田上町国民健康保険加入者で個別健診の受診を希望される方は、「個別健診のご案内」をご覧

　の上受診してください。

・「特定健康診査受診票」については、受診票の裏面の標準的な質問票をご記入してお持ちください。

・健診料金について

【健診当日】

①40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診券」およ

　び「特定健康診査受診票」が届きます。

②40～74歳の社会保険等の被扶養者の方で、受診を希望の方は保健福祉課へお申込ください。

③39歳以下及び75歳以上（後期高齢者医療制度の加入者）で２月の健康診査世帯意向調査で申込みをされた

　方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診票」が届きます。

④70～74歳の田上町国民健康保険加入者の方は、「特定健康診査のご案内」と「特定健康診査受診券」の他

　に「個別健診のご案内」が届きます。

特定健康診査を受けるまでの流れ

健康診査の受け方を確認しましょう

特定健康診査を受けるまでの流れ

健康診査の受け方を確認しましょう

対　象

40～74歳の田上町国民健康保険加入者の方

40～74歳の社会保険等の被扶養者の方

70歳以上の方

39歳以下の方

※基本項目

800円

保険者より通知

無料

800円

※詳細項目

500円

500円

無料

月日（曜日）

6月24日（水）

6月25日（木）

6月26日（金）

6月29日（月）

6月30日（火）

7月 1日（水）

7月 2日（木）

7月 3日（金）

7月 5日（日）

会　場

コミュニティ

センター

老人福祉

センター

保健センター

対象地区及び受付時間

※午前のみ

午前9：00～11：30 午後1：00～2：00

上野

湯川

川船河東1・２区

清水沢1・２区

羽生田1・３区

青海・下吉田３・４区

中店２・４区、中店嶋

中店1・３区

山田

坂田・上吉田

川船河西・南・北

羽生田２・４区

原ヶ崎

本田上1・２・３区

本田上４区・川の下

後藤・曽根・下横場・上横場・
川前・保明嶋

下中村・上中村・四ツ合・
千刈・石田・下吉田1・2区

年齢 40～74歳 年齢 75歳以上

保険証が

国保の方

保険証が

社会保険等の方
今年度75歳を迎える方は、誕生日から後期

高齢者医療制度の加入者になります。田上

町が新潟県後期高齢者医療広域連合の委託

を受けて実施します。

それぞれの医療保険者

が特定健康診査を実施

◎昨年度より、一部の年齢の方（70～74歳）については田上町指定の医療機関で受診できるよう

　になりました。（個別健診の案内は「きずな５月号」２～３ページにも掲載）

　受診できる方には、「個別健診のご案内」を送付しますので内容をご確認ください。

保険証が社会保険等の

被扶養者で田上町の特

定健康診査を受診でき

るという案内があった

方。

田上町が実施する特定健康診査が受けられます。

年齢 39歳以下 田上町が実施する健康診査を受診できます。胸部レントゲン検診

かくたん検査

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診歯と歯ぐきの健康診断胸部レントゲン検診

かくたん検査

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診歯と歯ぐきの健康診断胸部レントゲン検診
（肺がん検診と結核検診）
肺がんは男性のがんによる死亡の中で最も多

く、田上町においても増加しています。検診

を受けて早期発見・早期治療をしましょう。

●対象　40歳以上

　　　　・40～64歳：肺がん検診

　　　　・65歳以上：肺がん検診と結核検診

●内容　胸部レントゲン検査　●料金　無料 かくたん検査

特定健康診査と同時実施している検診 （加入している健康保険に
関係なく受診できます）

（肺がん検診）
●対　　象　胸部レントゲンの問診項目（喫

　　　　　　煙指数・血たんの有無・職業歴）

　　　　　　に該当する方　　　　　　

●料　　金　800円（70歳以上は無料）

●検査方法　配布の容器に３日間（指定の日）

　　　　　　のたんをとり、役場に提出しても

　　　　　　らいます。

肝炎ウイルス検診
●対象　平成28年３月31日までに40歳になる

　　　　方、または41歳以上の方で今まで未

　　　　受診の方

●内容　血液検査

　　　　（Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルス検査）

●料金　800円（70歳以上は無料）

前立腺がん検診
前立腺がんは年齢とともに増加しま

す。早期には症状がありませんので、

検診を受けて早期に発見することが

大切です。（「異常なし」の検診結果

の場合は原則３年に１回の受診）

●対象　50歳以上の男性

●内容　血液検査（前立腺特異抗原

　　　　　　　　（ＰＳＡ）の測定）

●料金　500円（70歳以上は無料）

歯と歯ぐきの健康診断
●日時　７月３日（金） 午後1：30～3：00

　　　　７月５日（日） 午前9：00～10：30

●会場　保健福祉センター（特定健診会場内）

●対象　希望の方

●内容　歯科健診・歯科相談　●料金　無料
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①夏目 あい

②和花・わか

③花のように

一緒にいる人

が和むような

人になってほ

しくて♡

①諸橋 幸子

②弘幸・ひろゆ

き

③弘法大使の弘

の字をもらって

おじいちゃんが

①佐藤 江里子

②野衣・のい

③春の野原のイ

メージ✿花いっぱ

い。

①窪田 さやか

②克一郎・かついち

ろう

③お世話になってい

る人と両おじいちゃ

んの文字から。

2ヶ月児学級
　町では、４月から２ヶ月のお子さんを対象に

「２か月児学級」を行っています。参加したお

母さんからは、「子育ての楽しさや心配事悩み

事などを共有できてよかった。」などの声が聞

かれました。リラックスして子育てできるよう

な内容となっていますので、該当の方はぜひご

参加ください。写真は、４月に参加されたお母

さんと赤ちゃんです。

　５月10日、町内一斉クリーン作戦が行われました。

回収したゴミは全部で4,280㎏にもなりました。

　参加された、暁星高校同窓会田上支部や堀内組、

新潟県建設業協会三条支部、羽生田郵便局、退職者

の会、ライオンスクラブ、保健委員、食生活改善推

進員、民生委員のみなさん、お疲れさまでした。

　５月10日、原ヶ崎運動広場にて、定期演習が開催さ

れ、消防団による放水訓練や、日本赤十字奉仕団によ

る炊き出し訓練、原ヶ崎地区の住民参加による初期消

火訓練が行われました。

クリーン作戦で町をきれいに！

田上町消防団定期演習を実施

クリーン作戦で町をきれいに！

田上町消防団定期演習を実施

　５月23日は田上小学校、24日

は羽生田小学校で運動会が開催

されました。両日とも夏のよう

な日差しが降り注ぐ天候のもと、

児童たちは日ごろ練習の成果を

発揮していました。

小学校運動会

【お母さんへインタビュー】 ①お母さんの名前
②赤ちゃんの名前・読み方
③名前の由来など

▲田上小学校

▼羽生田小学校

▼
田
上
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

田
上
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴
う
規
定
を

整
備
し
、
軽
自
動
車
税
で
は
、
原
動

機
付
き
自
転
車
及
び
２
輪
車
等
に
係

る
税
率
の
引
き
上
げ
を
１
年
間
延

長
し
平
成
28
年
度
か
ら
適
用
す
る
改

正
、
並
び
に
平
成
27
年
度
に
新
規
取

得
し
た
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る

軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度

に
限
り
税
率
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン

化
特
例
導
入
に
伴
う
規
定
の
整
備
。

た
ば
こ
税
に
お
い
て
、
旧
３
級
品
に

係
る
特
例
税
率
を
段
階
的
に
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

▼
田
上
町
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正

　
前
述
同
様
、
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
田
上
町
入
湯
税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
に
伴
う
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等

　の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
制
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
と
し
て
は
、
中
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
、
基
礎
課
税
額
を
51
万
円

か
ら
52
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
を
16
万
円
か
ら
17
万
円

に
、
介
護
納
付
金
課
税
額
を
14
万
円

か
ら
16
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る

措
置
に
加
え
、
軽
減
措
置
に
つ
い
て

も
、
判
定
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
拡

充
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
９
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
９
５
１
万
９
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
45
億
４
３
１

７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
町
税
に
お
い
て
は
、

法
人
税
及
び
固
定
資
産
税
で
は
、
業

績
好
調
な
企
業
が
数
社
あ
っ
た
こ
と

や
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
増
額
。
ま

た
、平
成
26
年
度
の
事
業
が
確
定
し
、

執
行
残
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
の

減
額
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
地

域
少
子
化
対
策
強
化
事
業
に
か
か
る

関
連
経
費
及
び
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
か
か
る
関
連
経
費
の
減
額
や
消
防

衛
生
組
合
負
担
金
の
減
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
と
も
２
５
２
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
14
億
７
１
４
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

第
2
回

田
上
町
議
会
臨
時
会

第
2
回

田
上
町
議
会
臨
時
会

平
成
27
年

平
成
27
年

専

決

処

分

　５
月
18
日
、
町
議
会
議
員
選
挙

後
初
の
第
２
回
町
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
主

な
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。
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①夏目 あい

②和花・わか

③花のように

一緒にいる人

が和むような

人になってほ

しくて♡

①諸橋 幸子

②弘幸・ひろゆ

き

③弘法大使の弘

の字をもらって

おじいちゃんが

①佐藤 江里子

②野衣・のい

③春の野原のイ

メージ✿花いっぱ

い。

①窪田 さやか

②克一郎・かついち

ろう

③お世話になってい

る人と両おじいちゃ

んの文字から。

2ヶ月児学級
　町では、４月から２ヶ月のお子さんを対象に

「２か月児学級」を行っています。参加したお

母さんからは、「子育ての楽しさや心配事悩み

事などを共有できてよかった。」などの声が聞

かれました。リラックスして子育てできるよう

な内容となっていますので、該当の方はぜひご

参加ください。写真は、４月に参加されたお母

さんと赤ちゃんです。

　５月10日、町内一斉クリーン作戦が行われました。

回収したゴミは全部で4,280㎏にもなりました。

　参加された、暁星高校同窓会田上支部や堀内組、

新潟県建設業協会三条支部、羽生田郵便局、退職者

の会、ライオンスクラブ、保健委員、食生活改善推

進員、民生委員のみなさん、お疲れさまでした。

　５月10日、原ヶ崎運動広場にて、定期演習が開催さ

れ、消防団による放水訓練や、日本赤十字奉仕団によ

る炊き出し訓練、原ヶ崎地区の住民参加による初期消

火訓練が行われました。

クリーン作戦で町をきれいに！

田上町消防団定期演習を実施

クリーン作戦で町をきれいに！

田上町消防団定期演習を実施

　５月23日は田上小学校、24日

は羽生田小学校で運動会が開催

されました。両日とも夏のよう

な日差しが降り注ぐ天候のもと、

児童たちは日ごろ練習の成果を

発揮していました。

小学校運動会

【お母さんへインタビュー】 ①お母さんの名前
②赤ちゃんの名前・読み方
③名前の由来など

▲田上小学校

▼羽生田小学校

▼
田
上
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

田
上
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴
う
規
定
を

整
備
し
、
軽
自
動
車
税
で
は
、
原
動

機
付
き
自
転
車
及
び
２
輪
車
等
に
係

る
税
率
の
引
き
上
げ
を
１
年
間
延

長
し
平
成
28
年
度
か
ら
適
用
す
る
改

正
、
並
び
に
平
成
27
年
度
に
新
規
取

得
し
た
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す
る

軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度

に
限
り
税
率
を
軽
減
す
る
グ
リ
ー
ン

化
特
例
導
入
に
伴
う
規
定
の
整
備
。

た
ば
こ
税
に
お
い
て
、
旧
３
級
品
に

係
る
特
例
税
率
を
段
階
的
に
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

▼
田
上
町
入
湯
税
条
例
の
一
部
改
正

　
前
述
同
様
、
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
田
上
町
入
湯
税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
に
伴
う
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等

　の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
制
令
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
と
し
て
は
、
中
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
、
基
礎
課
税
額
を
51
万
円

か
ら
52
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
を
16
万
円
か
ら
17
万
円

に
、
介
護
納
付
金
課
税
額
を
14
万
円

か
ら
16
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る

措
置
に
加
え
、
軽
減
措
置
に
つ
い
て

も
、
判
定
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
拡

充
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
９
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
９
５
１
万
９
千
円

　
を
減
額
し
、
総
額
を
45
億
４
３
１

７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
町
税
に
お
い
て
は
、

法
人
税
及
び
固
定
資
産
税
で
は
、
業

績
好
調
な
企
業
が
数
社
あ
っ
た
こ
と

や
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
増
額
。
ま

た
、平
成
26
年
度
の
事
業
が
確
定
し
、

執
行
残
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
の

減
額
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
地

域
少
子
化
対
策
強
化
事
業
に
か
か
る

関
連
経
費
及
び
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
か
か
る
関
連
経
費
の
減
額
や
消
防

衛
生
組
合
負
担
金
の
減
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
と
も
２
５
２
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
14
億
７
１
４
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

第
2
回

田
上
町
議
会
臨
時
会

第
2
回

田
上
町
議
会
臨
時
会

平
成
27
年

平
成
27
年

専

決

処

分

　５
月
18
日
、
町
議
会
議
員
選
挙

後
初
の
第
２
回
町
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
主

な
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。
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有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.078 

0.076 

0.070 

0.086 

0.090 

0.088 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ9時40分～

測定日時
5月15日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

　
消
防
車
や
救
急
車
は
、
一
刻
も
早

く
災
害
現
場
に
急
行
し
て
、
火
を
消

し
た
り
、
急
病
人
な
ど
を
医
療
機
関

へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
や
救
急
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
走

行
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

　
す
こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら

　
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

　
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
認
知
症
の
人

と
伴
走
で
き
る
社
会
・
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目

指
し
て
、
認
知
症
の
人
と
共
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぐ
日
本
縦
断
駅
伝
で
す
。

今
年
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
タ
ス

キ
が
つ
な
が
る
予
定
で
す
。
今
回
は

新
潟
で
も
初
め
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
認
知
症
の
人
や
家
族
の
思
い

を
タ
ス
キ
に
込
め
て
つ
な
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

▽
期
間

　
新
潟
ル
ー
ト
　
９
月
19
日
（
土
）

　
～
21
日
（
月
・
祝
）

▽
申
込
期
限

　
７
月
10
日
（
金
）

▽
後
援
　
新
潟
県

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

　(http://runtomo.jimdo.com/)

▼
問
い
合
わ
せ

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
５
年

　
実
行
委
員
会
（
岩
田
）

　☎
０
９
０
―
６
６
２
５
―
８
０
６
５

▽
日
時
・
会
場

　
７
月
８
日
（
水
）
開
催
分

　
午
後
１
時
～
４
時

　
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
７
月
13
日
（
月
）
開
催
分

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
加
茂
市
産
業
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
採
用
予
定
企
業
に
よ
る
生

　
徒
に
対
す
る
個
別
説
明
会

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係

　
　☎
38
―
５
４
３
１

問い合わせ：田上町観光協会（役場産業振興課内）　57-6225

◇あじさい園開園式
　・日時　６月20日（土）午前９時30分～

　・会場　護摩堂山登山口駐車場

　・内容　開園あいさつ、安全祈願祭、テープカット

◇湯のまち巡り　～軒先アートギャラリー～
　・期日　７月４日（土）、５日（日）

　　　　　※一部会場のみ期間展示（６月20日～７月20日）有り

　・時間　午前10時～午後５時

　・会場　湯田上温泉旅館および旧温泉街一帯（山田・上野地区）

　・内容　旧温泉街の旅館、商店、空き家等にアート作品やコレ

　　　　　クション作品を展示するとともに、旧温泉街の源泉、

　　　　　神社仏閣、旧旅館などの見どころを紹介します。

あじさいまつり開催！ イベントが盛りだくさんです。

ぜひ、お越しください

◇メインイベント
　・日時　７月５日（日）

　　　　　午前９時～午後２時

　・内容　①開会式

　　　　　②出展販売

　　　　　　（午前９時～午後２時）

　　　　　③田上甚句太鼓保存会

　　　　　　「護摩堂太鼓」

　　　　　　（正午～午後０時20分）

今年
初開催

　
県
で
は
、
平
成
27
年
度
「
不
正
大

麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
９
月
30
日

ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
大
麻
や
麻
薬
の
原
料
と
な
る
け
し

の
栽
培
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
け
し
に
は
、
植
え
て
も
よ
い

も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
不
正
大

麻
・
け
し
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
不

正
栽
培
、
ま
た
は
自
生
の
大
麻
・
け

し
を
発
見
し
た
と
き
は
三
条
保
健
所

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
保
健
所
医
務
予
防
課

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
の
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
、
戦

傷
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
順
番
位
の
ご

遺
族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
時
の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
に
よ

　
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

　
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
兄
弟
姉
妹

４
．
前
述
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
述
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

　
内
の
親
族

▽
支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５
年

　
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
保
険
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
６
月
19
日
（
金
）
か
ら
７
月
２
日

（
木
）
ま
で
、
次
の
２
会
場
で
教
科

書
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
中
学
校
の
教
科
書
採

択
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
自
由
に
閲

覧
し
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
三
条
教
科
書
セ
ン
タ
ー
】

▽
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
休
館
日
　
土
・
日
曜
日

▽
内
容
　
小
・
中
・
高
の
教
科
書
及

　
び
そ
の
他
の
教
科
書

【
三
条
市
立
図
書
館
】

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
閉
館

▽
休
館
日
　
６
月
30
日
（
火
）

▽
内
容
　
中
学
校
の
教
科
書

※
そ
の
他
の
教
科
書
閲
覧
は
、
三
条

　
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
三
条
市
役
所

　
栄
庁
舎
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
三
条
市
教
育
委
員

　
会
小
中
一
貫
教
育
推
進
課

　
　☎
45
―
１
１
１
８

平
成
２８
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
求
人
説
明
会

消
防
自
動
車
な
ど
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
―
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
５

10広報  たがみまち 「　　　      」 6月号  ●11 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 6月号

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

三
条
・
加
茂
・
見
附
・
南
蒲（
田
上
町
）

地
区
教
科
書
展
示
会

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す



有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.078 

0.076 

0.070 

0.086 

0.090 

0.088 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ9時40分～

測定日時
5月15日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

　
消
防
車
や
救
急
車
は
、
一
刻
も
早

く
災
害
現
場
に
急
行
し
て
、
火
を
消

し
た
り
、
急
病
人
な
ど
を
医
療
機
関

へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
車
や
救
急
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
走

行
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

　
す
こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら

　
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

　
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
・
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
認
知
症
の
人

と
伴
走
で
き
る
社
会
・
認
知
症
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目

指
し
て
、
認
知
症
の
人
と
共
に
タ
ス

キ
を
つ
な
ぐ
日
本
縦
断
駅
伝
で
す
。

今
年
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
タ
ス

キ
が
つ
な
が
る
予
定
で
す
。
今
回
は

新
潟
で
も
初
め
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
認
知
症
の
人
や
家
族
の
思
い

を
タ
ス
キ
に
込
め
て
つ
な
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

▽
期
間

　
新
潟
ル
ー
ト
　
９
月
19
日
（
土
）

　
～
21
日
（
月
・
祝
）

▽
申
込
期
限

　
７
月
10
日
（
金
）

▽
後
援
　
新
潟
県

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

　(http://runtomo.jimdo.com/)
▼
問
い
合
わ
せ

　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
５
年

　
実
行
委
員
会
（
岩
田
）

　☎
０
９
０
―
６
６
２
５
―
８
０
６
５

▽
日
時
・
会
場

　
７
月
８
日
（
水
）
開
催
分

　
午
後
１
時
～
４
時

　
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
７
月
13
日
（
月
）
開
催
分

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
加
茂
市
産
業
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
採
用
予
定
企
業
に
よ
る
生

　
徒
に
対
す
る
個
別
説
明
会

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
公
共
職
業
安
定
所
学
卒
係

　
　☎
38
―
５
４
３
１

問い合わせ：田上町観光協会（役場産業振興課内）　57-6225

◇あじさい園開園式
　・日時　６月20日（土）午前９時30分～

　・会場　護摩堂山登山口駐車場

　・内容　開園あいさつ、安全祈願祭、テープカット

◇湯のまち巡り　～軒先アートギャラリー～
　・期日　７月４日（土）、５日（日）

　　　　　※一部会場のみ期間展示（６月20日～７月20日）有り

　・時間　午前10時～午後５時

　・会場　湯田上温泉旅館および旧温泉街一帯（山田・上野地区）

　・内容　旧温泉街の旅館、商店、空き家等にアート作品やコレ

　　　　　クション作品を展示するとともに、旧温泉街の源泉、

　　　　　神社仏閣、旧旅館などの見どころを紹介します。

あじさいまつり開催！ イベントが盛りだくさんです。

ぜひ、お越しください

◇メインイベント
　・日時　７月５日（日）

　　　　　午前９時～午後２時

　・内容　①開会式

　　　　　②出展販売

　　　　　　（午前９時～午後２時）

　　　　　③田上甚句太鼓保存会

　　　　　　「護摩堂太鼓」

　　　　　　（正午～午後０時20分）

今年
初開催

　
県
で
は
、
平
成
27
年
度
「
不
正
大

麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
９
月
30
日

ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
大
麻
や
麻
薬
の
原
料
と
な
る
け
し

の
栽
培
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
け
し
に
は
、
植
え
て
も
よ
い

も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
不
正
大

麻
・
け
し
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
不

正
栽
培
、
ま
た
は
自
生
の
大
麻
・
け

し
を
発
見
し
た
と
き
は
三
条
保
健
所

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
三
条
保
健
所
医
務
予
防
課

　
　☎
36
―
２
３
６
２

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
支
給
の
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
、
戦

傷
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
次
の
順
番
に
よ
る
順
番
位
の
ご

遺
族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
時
の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

　
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
に
よ

　
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

　
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　
兄
弟
姉
妹

４
．
前
述
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

　
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
述
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

　
内
の
親
族

▽
支
給
内
容
　
額
面
25
万
円
、
５
年

　
償
還
の
記
名
国
債

▽
請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

▽
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
保
険
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
６
月
19
日
（
金
）
か
ら
７
月
２
日

（
木
）
ま
で
、
次
の
２
会
場
で
教
科

書
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
中
学
校
の
教
科
書
採

択
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
自
由
に
閲

覧
し
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
三
条
教
科
書
セ
ン
タ
ー
】

▽
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
休
館
日
　
土
・
日
曜
日

▽
内
容
　
小
・
中
・
高
の
教
科
書
及

　
び
そ
の
他
の
教
科
書

【
三
条
市
立
図
書
館
】

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
閉
館

▽
休
館
日
　
６
月
30
日
（
火
）

▽
内
容
　
中
学
校
の
教
科
書

※
そ
の
他
の
教
科
書
閲
覧
は
、
三
条

　
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
三
条
市
役
所

　
栄
庁
舎
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
三
条
市
教
育
委
員

　
会
小
中
一
貫
教
育
推
進
課

　
　☎
45
―
１
１
１
８

平
成
２８
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
求
人
説
明
会

消
防
自
動
車
な
ど
の
緊
急
走
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
―
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
５
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不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

三
条
・
加
茂
・
見
附
・
南
蒲（
田
上
町
）

地
区
教
科
書
展
示
会

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す



　
労
働
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
事
に

つ
い
て
労
働
基
準
監
督
署
職
員
、
社

会
保
険
労
務
士
及
び
労
働
相
談
所
職

員
が
相
談
を
承
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
予
約
不
要
で
す
。
ま
た
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時

　
６
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

▽
相
談
方
法
　
電
話
、
面
談

▽
会
場
　
長
岡
労
働
相
談
所

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
労
働
相
談
所

　☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
告
書
の
提

出
と
保
険
料
等
の
納
付
は
、
今
年
度

は
７
月
10
日
（
金
）
が
期
限
で
す
。

　
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
手
続
き
は
、
電
子
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン

か
ら
電
子
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
申
請
す
る
と

第
一
期
の
納
期
が
約
２
か
月
延
長
さ

れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
年
度
更
新

　
商
工
会
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
「
あ
じ
さ
い
商
品
券
」
を
７

月
28
日
に
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所
や
取
扱
点
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
き
ず
な
７
月
号
、
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
商
品
券
の
取
扱
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
は
、
随
時
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
町
商
工
会

　
　☎
57
―
２
２
９
１

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

▽
試
験
日

　
１
次
試
験
　
９
月
６
日（
日
）

　
２
次
試
験
　
10
月
14
日（
水
）～

　
　
10
月
23
日（
金
）の
い
ず
れ
か

※
試
験
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

に
向
け
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
（
平

成
27
年
度
年
度
更
新
に
お
け
る
口
座

振
替
の
届
出
は
既
に
締
め
切
っ
て
い

ま
す
。
）

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準

監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、

新
潟
労
働
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
総
務
部

　
労
働
保
険
徴
収
課

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
２

　
４
月
25
日
に
ネ
パ
ー
ル
で
発
生
し

た
地
震
で
は
、
死
者
が
８
千
人
を
超

え
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
本
県
は
、
平
成
16
年
の
中
越
大
震

災
お
よ
び
平
成
19
年
の
中
越
沖
地
震

に
際
し
、
世
界
中
の
多
く
の
国
か
ら

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
被
災

者
を
は
じ
め
と
す
る
全
県
民
が
復
興

へ
の
勇
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
広
く
県
民
の
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
募
金
を
行
い
、
被

災
者
の
救
援
や
被
災
地
の
復
興
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

多
数
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

▽
振
込
先

・
口
座
名

　
ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
者
救
援
募
金

　
代
表
　
佐
久
間
豊
（
さ
く
ま
ゆ
た

　
か
）

・
口
座
番
号

　
第
四
銀
行
県
庁
支
店

　
普
通
預
金
口
座
１
３
０
３
８
３
４

　
北
越
銀
行
県
庁
支
店

　
普
通
預
金
口
座
２
０
１
４
５
１
７

　
大
光
銀
行
新
潟
支
店

　
普
通
預
金
口
座
３
５
０
８
８
６
２

　
新
潟
信
用
金
庫
出
来
島
支
店

　
普
通
預
金
口
座
１
０
３
９
０
５
５

▽
義
援
金
の
寄
贈
方
法

　
義
援
金
は
、
全
額
を
日
本
赤
十
字

　
社
新
潟
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
地

　
に
届
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
知
事
政
策
局
国
際
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
８

　
薬
の
正
し
い
知
識
・
正
し
い
使
い

方
等
の
周
知
を
通
じ
、
県
民
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
薬
剤

師
が
出
掛
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▽
テ
ー
マ

　
ご
要
望
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
ま

　
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
調
整

　
開
催
予
定
日
の
１
か
月
前
ま
で
を

　
目
安
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
時
等
ご
希
望
に
添
え
な

　
い
場
合
、
別
途
ご
相
談
さ
せ
て
い

　
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
費
用

　
講
師
費
用
、
テ
キ
ス
ト
代
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
薬
剤
師
会

　☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
７
３
０

　
知
財
高
裁
と
は
、
正
式
に
は
「
知

的
財
産
高
等
裁
判
所
」
と
い
い
、
知

的
財
産
権
に
関
す
る
訴
訟
を
専
門
的

に
扱
う
裁
判
所
で
す
。
平
成
27
年
４

月
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
知
的
財
産
件
の
対
象
と
な
る
も
の

に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
話
題
に

な
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
よ
う
な
最
先

端
の
発
明
、
流
行
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
漫

画
、
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど
、
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
い
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る

紛
争
も
国
際
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、知
財
高
裁
で
は
、

様
々
な
国
際
会
議
へ
の
出
席
、
海
外

の
法
曹
関
係
者
の
訪
問
の
受
け
入
れ

等
を
通
じ
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知
財
高
裁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
判
決
要
旨
等
の
英

問い合わせ：役場保健福祉課　57-6112

各種医療費の助成制度の概要
《保険適用分の医療費の一部を助成します》

助成制度 対　　　象　　　者 制度の概要

妊産婦医療費
受給資格の登録申請をした日から、出産

した翌月の末日までの妊産婦。
医療機関に支払う一部負担金

は次のとおりです。

外来：１回５３０円

　　　（同一医療機関で、同

　　　一月に４回まで負担、

　　　５回目以降は無料とな

　　　ります。）

入院：１日１,２００円

子ども医療費

（県子、単子）
生まれた日から中学校卒業まで。

ひとり親家庭

等 医 療 費

（県親）

母子、父子家庭または両親がいない18歳

未満の児童とその保護者または養育者な

ど。ただし、所得制限があります。

自己負担額（３割）から高額

療養費などを差し引いた額に

対して1/6～10/10までの割合

で助成します。

重度心 身 障

がい者医療費

（県障）

身体障害者手帳（１級から３級まで）も

しくは療育手帳Ａの所持者。

ただし、所得制限があります。

精神障がい者

医療費

精神障がいの治療を受けている方の世帯

主または保護義務者。

ただし、所得制限があります。

老人医療費

（県老）

65歳から69歳までの常時一人暮らし、ま

たは３ヶ月以上寝たきりで介助を必要と

する方。

ただし、前年中の合計所得金額が125万円

以下の方に限ります。

医療機関に支払う一部負担金

が入院・外来とも２割負担と

なります。

※医療費の助成を受けるには、それぞれ申請の手続きが必要です。手続きの方法や制度の内容について、詳しく

　はお問い合わせください。

訳
を
掲
載
す
る
な
ど
、
日
本
の
知
財

訴
訟
の
実
情
等
を
海
外
へ
広
く
発
信

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局

　☎
０
２
５
―
２
２
２
―
４
１
７
５

　
こ
の
講
座
は
、
県
教
育
委
員
会
と

県
内
の
大
学
や
市
町
村
な
ど
が
連
携

し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
で

か
つ
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
で
開
催
す
る
公
開
講
座
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
１
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場
　
加
治
川
地
区
公
民
館
（
新

　
発
田
市
）

▽
テ
ー
マ
・
講
師

　
「
新
潟
下
越
地
域
の
災
害
を
考
え

　
る
～
防
災
の
ポ
イ
ン
ト
～
」

　
新
潟
大
学
　
卜
部
厚
志
准
教
授

▽
受
講
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　☎
０
２
５
―
２
８
４
―
６
１
１
０
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ネ
パ
ー
ル
で
の
地
震
被
害
者

救
援
の
た
め
の
募
金
の
お
願
い

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　　　　手
続
き
は
お
早
め
に

プ
レ
ミ
ア
ム
率
２０
％

あ
じ
さ
い
商
品
券
発
行
！

平
成
２７
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

「
休
日
労
働
相
談
会
」開
催

消
費
者
の
た
め
の
薬
の
セ
ミ
ナ
ー

知
財
高
裁
１０
周
年
を
迎
え
て

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
２
０
１
５



　
労
働
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
事
に

つ
い
て
労
働
基
準
監
督
署
職
員
、
社

会
保
険
労
務
士
及
び
労
働
相
談
所
職

員
が
相
談
を
承
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
予
約
不
要
で
す
。
ま
た
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時

　
６
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

▽
相
談
方
法
　
電
話
、
面
談

▽
会
場
　
長
岡
労
働
相
談
所

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
労
働
相
談
所

　☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
告
書
の
提

出
と
保
険
料
等
の
納
付
は
、
今
年
度

は
７
月
10
日
（
金
）
が
期
限
で
す
。

　
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
手
続
き
は
、
電
子
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ソ
コ
ン

か
ら
電
子
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
申
請
す
る
と

第
一
期
の
納
期
が
約
２
か
月
延
長
さ

れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
年
度
更
新

　
商
工
会
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
「
あ
じ
さ
い
商
品
券
」
を
７

月
28
日
に
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所
や
取
扱
点
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
き
ず
な
７
月
号
、
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
商
品
券
の
取
扱
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
は
、
随
時
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
町
商
工
会

　
　☎
57
―
２
２
９
１

　
税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
試
験
の
程
度

　
高
等
学
校
卒
業
程
度

▽
試
験
日

　
１
次
試
験
　
９
月
６
日（
日
）

　
２
次
試
験
　
10
月
14
日（
水
）～

　
　
10
月
23
日（
金
）の
い
ず
れ
か

※
試
験
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

に
向
け
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
（
平

成
27
年
度
年
度
更
新
に
お
け
る
口
座

振
替
の
届
出
は
既
に
締
め
切
っ
て
い

ま
す
。
）

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働
基
準

監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
、

新
潟
労
働
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
総
務
部

　
労
働
保
険
徴
収
課

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
２

　
４
月
25
日
に
ネ
パ
ー
ル
で
発
生
し

た
地
震
で
は
、
死
者
が
８
千
人
を
超

え
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
本
県
は
、
平
成
16
年
の
中
越
大
震

災
お
よ
び
平
成
19
年
の
中
越
沖
地
震

に
際
し
、
世
界
中
の
多
く
の
国
か
ら

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
被
災

者
を
は
じ
め
と
す
る
全
県
民
が
復
興

へ
の
勇
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
広
く
県
民
の
み
な
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
募
金
を
行
い
、
被

災
者
の
救
援
や
被
災
地
の
復
興
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

多
数
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

▽
振
込
先

・
口
座
名

　
ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
者
救
援
募
金

　
代
表
　
佐
久
間
豊
（
さ
く
ま
ゆ
た

　
か
）

・
口
座
番
号

　
第
四
銀
行
県
庁
支
店

　
普
通
預
金
口
座
１
３
０
３
８
３
４

　
北
越
銀
行
県
庁
支
店

　
普
通
預
金
口
座
２
０
１
４
５
１
７

　
大
光
銀
行
新
潟
支
店

　
普
通
預
金
口
座
３
５
０
８
８
６
２

　
新
潟
信
用
金
庫
出
来
島
支
店

　
普
通
預
金
口
座
１
０
３
９
０
５
５

▽
義
援
金
の
寄
贈
方
法

　
義
援
金
は
、
全
額
を
日
本
赤
十
字

　
社
新
潟
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
地

　
に
届
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
知
事
政
策
局
国
際
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
８

　
薬
の
正
し
い
知
識
・
正
し
い
使
い

方
等
の
周
知
を
通
じ
、
県
民
の
健
康

と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
薬
剤

師
が
出
掛
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

▽
テ
ー
マ

　
ご
要
望
の
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
ま

　
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
調
整

　
開
催
予
定
日
の
１
か
月
前
ま
で
を

　
目
安
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
日
時
等
ご
希
望
に
添
え
な

　
い
場
合
、
別
途
ご
相
談
さ
せ
て
い

　
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
費
用

　
講
師
費
用
、
テ
キ
ス
ト
代
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
新
潟
県
薬
剤
師
会

　☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
７
３
０

　
知
財
高
裁
と
は
、
正
式
に
は
「
知

的
財
産
高
等
裁
判
所
」
と
い
い
、
知

的
財
産
権
に
関
す
る
訴
訟
を
専
門
的

に
扱
う
裁
判
所
で
す
。
平
成
27
年
４

月
に
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
知
的
財
産
件
の
対
象
と
な
る
も
の

に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
話
題
に

な
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
よ
う
な
最
先

端
の
発
明
、
流
行
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
漫

画
、
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど
、
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
伴
い
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る

紛
争
も
国
際
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、知
財
高
裁
で
は
、

様
々
な
国
際
会
議
へ
の
出
席
、
海
外

の
法
曹
関
係
者
の
訪
問
の
受
け
入
れ

等
を
通
じ
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
知
財
高
裁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
判
決
要
旨
等
の
英

問い合わせ：役場保健福祉課　57-6112

各種医療費の助成制度の概要
《保険適用分の医療費の一部を助成します》

助成制度 対　　　象　　　者 制度の概要

妊産婦医療費
受給資格の登録申請をした日から、出産

した翌月の末日までの妊産婦。
医療機関に支払う一部負担金

は次のとおりです。

外来：１回５３０円

　　　（同一医療機関で、同

　　　一月に４回まで負担、

　　　５回目以降は無料とな

　　　ります。）

入院：１日１,２００円

子ども医療費

（県子、単子）
生まれた日から中学校卒業まで。

ひとり親家庭

等 医 療 費

（県親）

母子、父子家庭または両親がいない18歳

未満の児童とその保護者または養育者な

ど。ただし、所得制限があります。

自己負担額（３割）から高額

療養費などを差し引いた額に

対して1/6～10/10までの割合

で助成します。

重度心身 障

がい者医療費

（県障）

身体障害者手帳（１級から３級まで）も

しくは療育手帳Ａの所持者。

ただし、所得制限があります。

精神障がい者

医療費

精神障がいの治療を受けている方の世帯

主または保護義務者。

ただし、所得制限があります。

老人医療費

（県老）

65歳から69歳までの常時一人暮らし、ま

たは３ヶ月以上寝たきりで介助を必要と

する方。

ただし、前年中の合計所得金額が125万円

以下の方に限ります。

医療機関に支払う一部負担金

が入院・外来とも２割負担と

なります。

※医療費の助成を受けるには、それぞれ申請の手続きが必要です。手続きの方法や制度の内容について、詳しく

　はお問い合わせください。

訳
を
掲
載
す
る
な
ど
、
日
本
の
知
財

訴
訟
の
実
情
等
を
海
外
へ
広
く
発
信

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局

　☎
０
２
５
―
２
２
２
―
４
１
７
５

　
こ
の
講
座
は
、
県
教
育
委
員
会
と

県
内
の
大
学
や
市
町
村
な
ど
が
連
携

し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
で

か
つ
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
で
開
催
す
る
公
開
講
座
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
１
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
会
場
　
加
治
川
地
区
公
民
館
（
新

　
発
田
市
）

▽
テ
ー
マ
・
講
師

　
「
新
潟
下
越
地
域
の
災
害
を
考
え

　
る
～
防
災
の
ポ
イ
ン
ト
～
」

　
新
潟
大
学
　
卜
部
厚
志
准
教
授

▽
受
講
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　☎
０
２
５
―
２
８
４
―
６
１
１
０

12広報  たがみまち 「　　　      」 6月号  ●13 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 6月号

ネ
パ
ー
ル
で
の
地
震
被
害
者

救
援
の
た
め
の
募
金
の
お
願
い

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　　　　手
続
き
は
お
早
め
に

プ
レ
ミ
ア
ム
率
２０
％

あ
じ
さ
い
商
品
券
発
行
！

平
成
２７
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

「
休
日
労
働
相
談
会
」開
催

消
費
者
の
た
め
の
薬
の
セ
ミ
ナ
ー

知
財
高
裁
１０
周
年
を
迎
え
て

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
２
０
１
５



児童手当の現況届は６月３０日（火）までに提出ください！児童手当の現況届は６月３０日（火）までに提出ください！
　児童手当の現況届は、毎年６月１日現在の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける

要件（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。対

象の方へのご案内は、個別に郵送いたします。（６月15日（月）に発送予定です。）

　現況届を提出されない場合、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

【現況届に必要な添付書類】
　○請求者の健康保険被保険者証の写し又は年金加入証明書（請求者が会社員などで厚生年金に加入し

　　ている場合）※国民年金加入者の方は不要です。

　○平成27年１月１日現在、田上町に住所がなかった方は、前住所地の市区町村より請求者及び配偶者

　　の「平成27年度（平成26年分）児童手当用所得証明書」を取り寄せ、添付してください。

　　（配偶者が税法上の扶養の場合は請求者のみ）

　○その他、必要に応じた書類（児童と別居している場合など、詳しくは保健福祉課までお問い合わせ

　　ください。）

【支給対象】
　・中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方

【支給額】

児童の年齢

３歳未満

３歳以上小学校終了前

中学生

扶養親族等の数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

所得制限限度額（万円）

６２２.０

６６０.０

６９８.０

７３６.０

７７４.０

８１２.０

収入額の目安（万円）

８３３.３

８７５.６

９１７.８

９６０.０

１,００２.１

１,０４２.１

児童手当の額（１人当たり月額）

一律１５，０００円

１０，０００円（第３子以降は15,000円）

一律１０，０００円

（注）１．所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がいる方の限度額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶

　　　　　者または老人扶養親族１人につき６万円を加算した額。

　　　２．扶養親族数の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、５人を超えた１人につき３８万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者

　　　　　または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。

※児童を扶養している方の所得が下記の所得制

　限限度額以上の場合は、特例給付として児童

　１人当たり月額一律5,000円を支給します。

※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の

　誕生日後の最初の３月31日まで）の養育して

　いる児童のうち、３番目以降をいいます。

【支給時期】
　毎年６月、10月、２月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。

　各支払月の５日（土・日曜日及び祝祭日の場合は翌営業日）に受給者の口座へ振り込みます。

６月期（２月～５月分）の児童手当等の支払日は、６月５日（金）です。

認定月が３月以降の方は、「認定月から５月分」までの支給となります。指定の口座をご確認ください。

◎児童手当は、次代の社会を担う児童の健やかな成長を支援する目的として、全部又は一部を町に寄附

　することができます。ご関心のある方は、保健福祉課までご連絡ください。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

☆　今月（６月）は児童手当の支払月です　☆

■所得制限限度額■

「収入額の目安」は、給与収入のみで計算していますので、ご注意ください。

問い合わせ：県後期高齢者医療広域連合総務課企画係　025-285-3221

新潟県後期高齢者医療広域連合

特定個人情報保護評価案への意見を募集します
　新潟県後期高齢者医療広域連合では、番号制度に係る特定個人情報保護評価の策定作業を進
めています。
　特定個人情報保護評価とは、広域連合で保有している特定個人情報が漏えいしたり、その他
の事態が発生したりしたときのリスクを分析し、そのリスクを軽減するための適切な措置を実
行することを示したものです。
　そこで、特定個人情報保護評価の策定を被保険者の皆さんとより協働により行うため、次の
とおり検討中の評価案を公表し、ご意見を伺います。
　皆さまの積極的なご意見をお待ちしています。

６月15日（月）～７月３日（金）
郵送による意見提出の場合、７月３日必着とします。

・役場町民課で閲覧できます。
・広域連合ホームページでも公開します。
　http://www.niigata-kouiki.jp

・広域連合ホームページからダウンロード
・閲覧場所に備え付けます
・その他、どんな方法（はがき・便箋等）でも構いません。その際は、次の事項を
　記入してください。
＜記載する事項＞
　①タイトル「番号制度に係る特定個人情報保護評価（ＰＩＡ制度）案への意見」
　②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
　③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かわかるようにお願いします）
　　【記入例】３ページ　○○について

郵送・ファクシミリ・Ｅメール・新潟県後期高齢者医療広域連合へのご持参のいず
れかの方法で提出してください。
※電話による意見などの受付は行いません。

新潟県後期高齢者医療広域連合　総務課　企画係
〒950-0965　新潟市中央区新光町4番地1　新潟県自治会館本館内
FAX 025-285-3315　　E-Mail  jim01@niigata-kouiki.jp

応募いただいたご意見の内容を検討しながら、評価の策定に活かしていきます。
なお、個別の回答はできませんので、予めご了承ください。（結果の公表は広域連
合ホームページ等を検討しています）
ご意見については、お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号やＥメールアドレスを除
き、公開することがありますので予めご承知おきください。ただし、ご意見中に特
定の個人を識別しうる記述がある場合、個別の財産権などを害するおそれがあると
判断される場合には、公表の際に当該箇所を伏せさせていただきます。

提案用紙に記載された個人情報は、特定個人情報保護評価の策定の目的にのみ利用
し、その取り扱いには十分留意し、他の目的には使用しません。

公表および
意見募集期間

ご意見の活用
方　　　　法

個人情報利用
目的・範囲

公 表 方 法

提 出 方 法

提　 出 　先

応 募 用 紙
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児童手当の現況届は６月３０日（火）までに提出ください！児童手当の現況届は６月３０日（火）までに提出ください！
　児童手当の現況届は、毎年６月１日現在の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける

要件（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。対

象の方へのご案内は、個別に郵送いたします。（６月15日（月）に発送予定です。）

　現況届を提出されない場合、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。

【現況届に必要な添付書類】
　○請求者の健康保険被保険者証の写し又は年金加入証明書（請求者が会社員などで厚生年金に加入し

　　ている場合）※国民年金加入者の方は不要です。

　○平成27年１月１日現在、田上町に住所がなかった方は、前住所地の市区町村より請求者及び配偶者

　　の「平成27年度（平成26年分）児童手当用所得証明書」を取り寄せ、添付してください。

　　（配偶者が税法上の扶養の場合は請求者のみ）

　○その他、必要に応じた書類（児童と別居している場合など、詳しくは保健福祉課までお問い合わせ

　　ください。）

【支給対象】
　・中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方

【支給額】

児童の年齢

３歳未満

３歳以上小学校終了前

中学生

扶養親族等の数

０人

１人

２人

３人

４人

５人

所得制限限度額（万円）

６２２.０

６６０.０

６９８.０

７３６.０

７７４.０

８１２.０

収入額の目安（万円）

８３３.３

８７５.６

９１７.８

９６０.０

１,００２.１

１,０４２.１

児童手当の額（１人当たり月額）

一律１５，０００円

１０，０００円（第３子以降は15,000円）

一律１０，０００円

（注）１．所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がいる方の限度額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶

　　　　　者または老人扶養親族１人につき６万円を加算した額。

　　　２．扶養親族数の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、５人を超えた１人につき３８万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者

　　　　　または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。

※児童を扶養している方の所得が下記の所得制

　限限度額以上の場合は、特例給付として児童

　１人当たり月額一律5,000円を支給します。

※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の

　誕生日後の最初の３月31日まで）の養育して

　いる児童のうち、３番目以降をいいます。

【支給時期】
　毎年６月、10月、２月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。

　各支払月の５日（土・日曜日及び祝祭日の場合は翌営業日）に受給者の口座へ振り込みます。

６月期（２月～５月分）の児童手当等の支払日は、６月５日（金）です。

認定月が３月以降の方は、「認定月から５月分」までの支給となります。指定の口座をご確認ください。

◎児童手当は、次代の社会を担う児童の健やかな成長を支援する目的として、全部又は一部を町に寄附

　することができます。ご関心のある方は、保健福祉課までご連絡ください。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

☆　今月（６月）は児童手当の支払月です　☆

■所得制限限度額■

「収入額の目安」は、給与収入のみで計算していますので、ご注意ください。

問い合わせ：県後期高齢者医療広域連合総務課企画係　025-285-3221

新潟県後期高齢者医療広域連合

特定個人情報保護評価案への意見を募集します
　新潟県後期高齢者医療広域連合では、番号制度に係る特定個人情報保護評価の策定作業を進
めています。
　特定個人情報保護評価とは、広域連合で保有している特定個人情報が漏えいしたり、その他
の事態が発生したりしたときのリスクを分析し、そのリスクを軽減するための適切な措置を実
行することを示したものです。
　そこで、特定個人情報保護評価の策定を被保険者の皆さんとより協働により行うため、次の
とおり検討中の評価案を公表し、ご意見を伺います。
　皆さまの積極的なご意見をお待ちしています。

６月15日（月）～７月３日（金）
郵送による意見提出の場合、７月３日必着とします。

・役場町民課で閲覧できます。
・広域連合ホームページでも公開します。
　http://www.niigata-kouiki.jp

・広域連合ホームページからダウンロード
・閲覧場所に備え付けます
・その他、どんな方法（はがき・便箋等）でも構いません。その際は、次の事項を
　記入してください。
＜記載する事項＞
　①タイトル「番号制度に係る特定個人情報保護評価（ＰＩＡ制度）案への意見」
　②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
　③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かわかるようにお願いします）
　　【記入例】３ページ　○○について

郵送・ファクシミリ・Ｅメール・新潟県後期高齢者医療広域連合へのご持参のいず
れかの方法で提出してください。
※電話による意見などの受付は行いません。

新潟県後期高齢者医療広域連合　総務課　企画係
〒950-0965　新潟市中央区新光町4番地1　新潟県自治会館本館内
FAX 025-285-3315　　E-Mail  jim01@niigata-kouiki.jp

応募いただいたご意見の内容を検討しながら、評価の策定に活かしていきます。
なお、個別の回答はできませんので、予めご了承ください。（結果の公表は広域連
合ホームページ等を検討しています）
ご意見については、お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号やＥメールアドレスを除
き、公開することがありますので予めご承知おきください。ただし、ご意見中に特
定の個人を識別しうる記述がある場合、個別の財産権などを害するおそれがあると
判断される場合には、公表の際に当該箇所を伏せさせていただきます。

提案用紙に記載された個人情報は、特定個人情報保護評価の策定の目的にのみ利用
し、その取り扱いには十分留意し、他の目的には使用しません。

公表および
意見募集期間

ご意見の活用
方　　　　法

個人情報利用
目的・範囲

公 表 方 法

提 出 方 法

提　 出 　先

応 募 用 紙
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町では、安全でおいしい水道水を常に提供できるよう毎月水質検査を実施しています。

今回は５月７日に採取した水の検査結果をお知らせします。

安 全 な 水 を ご 家 庭 へ

◆水道水質検査成績表（採取日：平成27年5月7日）

◆水系別行政区・採取地点

※5月以降の検査結果は、地域整備課窓口と町ホームページに掲示しています。

※検査委託先　（一財）新潟県環境衛生研究所　0256－93－5572

検 査 項 目

検 査 項 目

基　準　値

100個／m  以下

検出されないこと

200mg／ 以下

3mg／ 以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

－

0.10mg／ 以上

大沢水系 羽生田水系 川船河水系 企業団水系
（第2）

大沢水系

0

検出しない

11

0.2未満

7.7

異常なし

異常なし

1未満

0.1未満

13.4℃

0.30

0

検出しない

8.6

0.2未満

7.3

異常なし

異常なし

1未満

0.1未満

17.9℃

0.35

0

検出しない

12

0.2未満

7.0

異常なし

異常なし

1未満

0.1未満

17.8℃

0.30

0

検出しない

6.6

0.2未満

7.2

異常なし

異常なし

1未満

0.1未満

15.9℃

0.40

一 般 細 菌

大 腸 菌

塩 化 物 イ オ ン

有機物等（TOC）

Ｐ ｈ 値

味

臭 気

色 度

濁 度

水 温

残 留 塩 素

採　取　地　点 羽生田

羽生田水系

下吉田１区の一部

本田上
川ノ下の一部
羽生田2～3区の一部
羽生田４区
青海
下吉田１区の一部
下吉田2～4区
原ヶ崎
上横場の一部

川前、保明嶋

下中村、上中村

四ッ合、千苅

石田、坂田

上吉田、川船河

清水沢

羽生田１区

羽生田2～3区の一部

後藤、曽根

下横場

上横場の一部

川ノ下の一部

上野、山田

中店、湯川

本田上第３区

上横場

川船河水系

川前

企業団水系
（第2）

湯川

行　　政　　区

問い合わせ：役場地域整備課水道係　57-6223

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6220

不明な点がございましたら地域包括支援センターまでお問い合わせください。

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」より

　今月から「在宅医療」の推進についてご紹

介します。日本人の平均寿命は、女性86.61歳、

男性80.21歳です。（厚生労働省・平成25年簡

易生命表より）しかし、現在は、入院医療・

施設介護が中心であり、また自宅で最期を迎

えられる方の割合は、昭和25年の80％から平

成22年の12％まで低下しています。そのよう

な中、新潟県の平成25年度新潟県高齢者基礎

調査では、「介護が必要になった場合でも、住

み慣れた自宅、地域で生活を続けたい」と希

望する方が５割を超える結果がでています。

　今後、団塊の世代の高齢化に伴い、65歳以

上の高齢者の方が急速に増えます。

　田上町の高齢化率は、平成27年４月１日現

在で30.9％、平成37年には39.2％と予想され

ています。そのため、病院・施設を希望され

ても、ますます入院・入所する場所がないと

いう実態が想定されています。また、経済的

な面からも、在宅医療は入院医療より安く済

みますので、医療費抑制対策として国の政策

は入院医療から在宅医療へシフトしています。
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町では、安全でおいしい水道水を常に提供できるよう毎月水質検査を実施しています。

今回は５月７日に採取した水の検査結果をお知らせします。

安 全 な 水 を ご 家 庭 へ

◆水道水質検査成績表（採取日：平成27年5月7日）

◆水系別行政区・採取地点

※5月以降の検査結果は、地域整備課窓口と町ホームページに掲示しています。

※検査委託先　（一財）新潟県環境衛生研究所　0256－93－5572

検 査 項 目

検 査 項 目

基　準　値

100個／m  以下

検出されないこと

200mg／ 以下

3mg／ 以下

5.8以上8.6以下

異常でないこと

異常でないこと

5度以下

2度以下

－

0.10mg／ 以上

大沢水系 羽生田水系 川船河水系 企業団水系
（第2）
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0
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13.4℃

0.30
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0.1未満
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0.30

0

検出しない

6.6

0.2未満

7.2

異常なし

異常なし

1未満

0.1未満

15.9℃

0.40

一 般 細 菌

大 腸 菌

塩 化 物 イ オ ン

有機物等（TOC）

Ｐ ｈ 値

味

臭 気

色 度

濁 度

水 温

残 留 塩 素

採　取　地　点 羽生田

羽生田水系

下吉田１区の一部

本田上
川ノ下の一部
羽生田2～3区の一部
羽生田４区
青海
下吉田１区の一部
下吉田2～4区
原ヶ崎
上横場の一部

川前、保明嶋

下中村、上中村

四ッ合、千苅

石田、坂田

上吉田、川船河

清水沢

羽生田１区

羽生田2～3区の一部

後藤、曽根

下横場

上横場の一部

川ノ下の一部

上野、山田

中店、湯川

本田上第３区

上横場

川船河水系

川前

企業団水系
（第2）

湯川

行　　政　　区

問い合わせ：役場地域整備課水道係　57-6223

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6220

不明な点がございましたら地域包括支援センターまでお問い合わせください。

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」より

　今月から「在宅医療」の推進についてご紹

介します。日本人の平均寿命は、女性86.61歳、

男性80.21歳です。（厚生労働省・平成25年簡

易生命表より）しかし、現在は、入院医療・

施設介護が中心であり、また自宅で最期を迎

えられる方の割合は、昭和25年の80％から平

成22年の12％まで低下しています。そのよう

な中、新潟県の平成25年度新潟県高齢者基礎

調査では、「介護が必要になった場合でも、住

み慣れた自宅、地域で生活を続けたい」と希

望する方が５割を超える結果がでています。

　今後、団塊の世代の高齢化に伴い、65歳以

上の高齢者の方が急速に増えます。

　田上町の高齢化率は、平成27年４月１日現

在で30.9％、平成37年には39.2％と予想され

ています。そのため、病院・施設を希望され

ても、ますます入院・入所する場所がないと

いう実態が想定されています。また、経済的

な面からも、在宅医療は入院医療より安く済

みますので、医療費抑制対策として国の政策

は入院医療から在宅医療へシフトしています。
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町
で
は
、
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
に
対
応
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
状
況
で
、
国
は
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
」（
公
共
施
設
を
集
中
さ
せ
、

徒
歩
で
用
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
構
想
）
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
半
径
５
０
０
ｍ
以

内
に「
ま
ち
」を
整
備
し
て
い
く
構
想

で
す
。

　
田
上
町
に
は
幸
い
２
つ
の
駅
が
あ

り
ま
す
。
羽
生
田
駅
と
田
上
駅
で
す

が
、
ま
ず
は
羽
生
田
駅
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
整
備
し
、
そ
の
後

田
上
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
役
場
前
に「
文
化
的
施
設
」

を
建
設
す
る
計
画
で
平
成
６
年
に
用

地
を
購
入
し
ま
し
た
。
近
年
、
あ
る

程
度
の
財
政
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
数
年
前
か
ら
（
仮
）
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
上
町
公
民
館
の
老
朽
化

に
伴
い
、
図
書
館
の
移
設
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
一
部
報
告
し
た
よ
う

に
、
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
有
効

活
用
も
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
議
会

提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
部
反
対

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
議
員
の
全

員
に
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
し
た

結
果
、
最
小
限
の
部
分
改
修
に
と
ど

め
、
不
足
す
る
施
設
（
大
人
も
利
用

で
き
る
閲
覧
室
・
学
習
室
）
を
増
設

す
る
計
画
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
、

協
議
を
重
ね
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
動
」と「
静
」
の

　拠
点
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
「
動
」と「
静
」
と
し
ま
し
た
。

「
動
」
は
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
、「
静
」

は
学
び
を
中
心
と
し
た
場
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
動
」
の
に
ぎ
わ
い
の
場
に
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
有
し
た（
仮
）

地
域
交
流
会
館
と
「
道
の
駅
」
、
そ
し

て
町
内
の
農
産
物
の
直
売
所
や
特
産
品

販
売
が
出
来
る
シ
ョ
ッ
プ
の
建
設
、
そ

し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
兼
ね
た
広
場
の

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

要
望
の
多
か
っ
た
住
民
説
明
会

　
５
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間

に
わ
た
り
５
会
場
で
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
熱
心
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
設
の

建
設
費
、
運
営
管
理
費
等
の
財
政
上
の

問
題
に
対
す
る
質
問
が
３
会
場
で
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も
「
町
の

財
政
計
画
と
の
整
合
性
」
を
取
り
な
が

ら
の
計
画
で
、
心
配
は
無
い
と
回
答
し

ま
し
た
。

　
農
業
関
係
者
か
ら
は
「
農
産
物
販
売

所
を
ぜ
ひ
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

強
い
要
望
も
あ
り
、
ま
た
、
「
観
光
情

報
発
信
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
町
の

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
し
て
は
ど
う
か
、
町

内
に
古
民
家
を
活
用
し
た
そ
ば
屋
を
開

店
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
な
い
か
」
と
い
う
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
町
の
伝
統
的
な
「
食
」
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
視
点
で
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
は
町

民
の
大
勢
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
田
上
町
に
は
以
前
か
ら
薬
草

も
多
く
、
古
く
は
子
ど
も
達
が
学
校
の

課
題
で
、
薬
草
採
取
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
湯
田
上
に
は
、
薬
師
の
湯

も
あ
っ
た
わ
け
で
、
薬
草
を
活
用
し
た

事
業
を
再
度
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

湯
田
上
温
泉
の
旅
館
で
薬
膳
料
理
を
提

供
し
た
こ
と
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今

は
正
に
健
康
ブ
ー
ム
で
す
の
で
、
薬
師

の
湯
、
薬
膳
料
理
は
町
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

田
上
町
の
道
の
駅
は
？

　
道
の
駅
構
想
に
は
、
各
会
場
で
賛
同

の
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
構

想
中
の
道
の
駅
は
、
（
仮
）
地
域
交
流

会
館
に
併
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
、
町
民
に
と
っ
て
の
施
設
で
あ

り
、
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
町
外
の
多
く
の
人
達
に
も

利
用
さ
れ
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き

る
、
充
実
し
た
施
設
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
ご
意
見
の
中
に
は
「
４

０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
も
通
勤

者
だ
け
の
利
用
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
た
方
も
い
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
も
考
慮
し
て
、

ど
う
し
て
も
寄
っ
て
み
た
い「
道
の
駅
」

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
国
道
４
０
３
号
線
沿
い
に
は

商
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
も
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
に
と
っ
て
は
、
近
く
の
商
店
が
非
常

に
大
切
で
す
。
４
０
３
号
線
バ
イ
パ
ス

が
開
通
す
る
と
少
な
か
ら
ず
現
在
の
商

店
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
配
慮
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
買
い
物
難
民

と
い
わ
れ
る
高
齢
者
が
出
て
く
る
こ
と

は
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

施
策
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
各
会
場
で
共
通
し
て
指
摘
を
受
け
た

質
問
に
、
「
道
の
駅
」
へ
の
乗
り
入
れ

口
と
出
口
の
問
題
（
特
に
新
潟
方
面
か

ら
の
乗
り
入
れ
）
と
大
型
車
の
乗
り
入

れ
な
ど
の
点
が
挙
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
担
当
課
で

国
・
県
と
の
協
議
中
で
す
の
で
、
今
後

解
決
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
道
の
駅
」
の
規
模
と
し
て

は
、
役
場
前
の
用
地
が
約
１
万
㎡
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
「
道

の
駅
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

付
近
に
は
町
役
場
、
商
工
会
館
、
土
地

改
良
区
会
館
、
そ
し
て
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
施
設「
や
す
ら
ぎ
の
家
」

も
あ
り
、
全
体
で
「
道
の
駅
」
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
他
に
は
な
い「
道
の
駅
」に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
構
想
は
、
間
違
い
な

く
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
心
拠
点
に

な
る
「
田
上
の
道
の
駅
」
に
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

6/16～7/15

7
月

6
月

17

18

19

20

21

22

23

27

28

29

30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

水

木

金

土

日

月

火

24 水

25 木

26 金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

火

湯っ多里館休館日
1歳6ヶ月児健診（平成25年11～12月生まれ）
2歳児歯科健診（平成25年5～6月生まれ）

受付12：45～13：15
受付12：50～13：20

育児相談会
機能訓練

9：00～11：30
10：00～15：00

子育て支援センター
保健福祉センター

特定健診
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30、13：00～14：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

特定健診
元気はつらつ教室

9：00～11：30
13：30～15：30

コミュニティセンター
保健福祉センター

特定健診
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30、13：00～14：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） ☎53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30 保健福祉センター

心と体の相談会
育児相談会

9：00～11：30
9：00～11：30

保健福祉センター
子育て支援センター

半日ミニドック
補聴器相談（リオン）

受付8：20～10：40
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

保健福祉センター
保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

乳児健診（平成27年2月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

あじさいまつり（7月20日まで）

【休日診療当番医】　皆川小児科医院（加茂市神明町） ☎53-3530　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 コミュニティセンター

【休日診療当番医】　遠藤整形外科（加茂市幸町） ☎53-3838　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 老人福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 老人福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 保健福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 保健福祉センター

母親学級（平成26年9～12月出産予定者） 受付9：10～、13：10～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

半日ミニドック 受付8：20～10：40 保健福祉センター

【休日診療当番医】　服部クリック（加茂市幸町） ☎53-4680　　〈時間〉9：00～17：00

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その159）

これからのまちづくり （2）
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町
で
は
、
国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ

ス
に
対
応
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
状
況
で
、
国
は
「
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
」（
公
共
施
設
を
集
中
さ
せ
、

徒
歩
で
用
事
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
構
想
）
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
半
径
５
０
０
ｍ
以

内
に「
ま
ち
」を
整
備
し
て
い
く
構
想

で
す
。

　
田
上
町
に
は
幸
い
２
つ
の
駅
が
あ

り
ま
す
。
羽
生
田
駅
と
田
上
駅
で
す

が
、
ま
ず
は
羽
生
田
駅
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
整
備
し
、
そ
の
後

田
上
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
役
場
前
に「
文
化
的
施
設
」

を
建
設
す
る
計
画
で
平
成
６
年
に
用

地
を
購
入
し
ま
し
た
。
近
年
、
あ
る

程
度
の
財
政
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
の
で
、
数
年
前
か
ら
（
仮
）
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
上
町
公
民
館
の
老
朽
化

に
伴
い
、
図
書
館
の
移
設
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
一
部
報
告
し
た
よ
う

に
、
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
有
効

活
用
も
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
議
会

提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
部
反
対

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
議
員
の
全

員
に
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
し
た

結
果
、
最
小
限
の
部
分
改
修
に
と
ど

め
、
不
足
す
る
施
設
（
大
人
も
利
用

で
き
る
閲
覧
室
・
学
習
室
）
を
増
設

す
る
計
画
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
検
討
、

協
議
を
重
ね
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
動
」と「
静
」
の

　拠
点
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
「
動
」と「
静
」
と
し
ま
し
た
。

「
動
」
は
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
、「
静
」

は
学
び
を
中
心
と
し
た
場
を
作
り
出
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
動
」
の
に
ぎ
わ
い
の
場
に
は
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
有
し
た（
仮
）

地
域
交
流
会
館
と
「
道
の
駅
」
、
そ
し

て
町
内
の
農
産
物
の
直
売
所
や
特
産
品

販
売
が
出
来
る
シ
ョ
ッ
プ
の
建
設
、
そ

し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
兼
ね
た
広
場
の

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

要
望
の
多
か
っ
た
住
民
説
明
会

　
５
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
５
日
間

に
わ
た
り
５
会
場
で
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
熱
心
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施
設
の

建
設
費
、
運
営
管
理
費
等
の
財
政
上
の

問
題
に
対
す
る
質
問
が
３
会
場
で
あ
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も
「
町
の

財
政
計
画
と
の
整
合
性
」
を
取
り
な
が

ら
の
計
画
で
、
心
配
は
無
い
と
回
答
し

ま
し
た
。

　
農
業
関
係
者
か
ら
は
「
農
産
物
販
売

所
を
ぜ
ひ
設
置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

強
い
要
望
も
あ
り
、
ま
た
、
「
観
光
情

報
発
信
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
町
の

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
し
て
は
ど
う
か
、
町

内
に
古
民
家
を
活
用
し
た
そ
ば
屋
を
開

店
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
で
な
い
か
」
と
い
う
ご
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
町
の
伝
統
的
な
「
食
」
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
視
点
で
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
行
く
こ
と
は
町

民
の
大
勢
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
田
上
町
に
は
以
前
か
ら
薬
草

も
多
く
、
古
く
は
子
ど
も
達
が
学
校
の

課
題
で
、
薬
草
採
取
の
活
動
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
湯
田
上
に
は
、
薬
師
の
湯

も
あ
っ
た
わ
け
で
、
薬
草
を
活
用
し
た

事
業
を
再
度
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

湯
田
上
温
泉
の
旅
館
で
薬
膳
料
理
を
提

供
し
た
こ
と
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今

は
正
に
健
康
ブ
ー
ム
で
す
の
で
、
薬
師

の
湯
、
薬
膳
料
理
は
町
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

田
上
町
の
道
の
駅
は
？

　
道
の
駅
構
想
に
は
、
各
会
場
で
賛
同

の
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
構

想
中
の
道
の
駅
は
、
（
仮
）
地
域
交
流

会
館
に
併
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本

的
に
は
、
町
民
に
と
っ
て
の
施
設
で
あ

り
、
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
町
外
の
多
く
の
人
達
に
も

利
用
さ
れ
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き

る
、
充
実
し
た
施
設
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
ご
意
見
の
中
に
は
「
４

０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
も
通
勤

者
だ
け
の
利
用
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
た
方
も
い
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
も
考
慮
し
て
、

ど
う
し
て
も
寄
っ
て
み
た
い「
道
の
駅
」

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
国
道
４
０
３
号
線
沿
い
に
は

商
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
も
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
に
と
っ
て
は
、
近
く
の
商
店
が
非
常

に
大
切
で
す
。
４
０
３
号
線
バ
イ
パ
ス

が
開
通
す
る
と
少
な
か
ら
ず
現
在
の
商

店
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
配
慮
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
買
い
物
難
民

と
い
わ
れ
る
高
齢
者
が
出
て
く
る
こ
と

は
問
題
で
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

施
策
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
各
会
場
で
共
通
し
て
指
摘
を
受
け
た

質
問
に
、
「
道
の
駅
」
へ
の
乗
り
入
れ

口
と
出
口
の
問
題
（
特
に
新
潟
方
面
か

ら
の
乗
り
入
れ
）
と
大
型
車
の
乗
り
入

れ
な
ど
の
点
が
挙
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
在
担
当
課
で

国
・
県
と
の
協
議
中
で
す
の
で
、
今
後

解
決
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
道
の
駅
」
の
規
模
と
し
て

は
、
役
場
前
の
用
地
が
約
１
万
㎡
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
「
道

の
駅
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

付
近
に
は
町
役
場
、
商
工
会
館
、
土
地

改
良
区
会
館
、
そ
し
て
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
施
設「
や
す
ら
ぎ
の
家
」

も
あ
り
、
全
体
で
「
道
の
駅
」
と
し
て

の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
他
に
は
な
い「
道
の
駅
」に
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
構
想
は
、
間
違
い
な

く
、
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
心
拠
点
に

な
る
「
田
上
の
道
の
駅
」
に
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

6/16～7/15

7
月

6
月

17
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27
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30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

水

木

金

土

日

月

火

24 水

25 木

26 金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

火

湯っ多里館休館日
1歳6ヶ月児健診（平成25年11～12月生まれ）
2歳児歯科健診（平成25年5～6月生まれ）

受付12：45～13：15
受付12：50～13：20

育児相談会
機能訓練

9：00～11：30
10：00～15：00

子育て支援センター
保健福祉センター

特定健診
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30、13：00～14：00
10：00～10：30

コミュニティセンター
役場

特定健診
元気はつらつ教室

9：00～11：30
13：30～15：30

コミュニティセンター
保健福祉センター

特定健診
補聴器相談（リオン）

9：00～11：30、13：00～14：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） ☎53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30 保健福祉センター

心と体の相談会
育児相談会

9：00～11：30
9：00～11：30

保健福祉センター
子育て支援センター

半日ミニドック
補聴器相談（リオン）

受付8：20～10：40
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

保健福祉センター
保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

乳児健診（平成27年2月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

あじさいまつり（7月20日まで）

【休日診療当番医】　皆川小児科医院（加茂市神明町） ☎53-3530　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 コミュニティセンター

【休日診療当番医】　遠藤整形外科（加茂市幸町） ☎53-3838　　〈時間〉9：00～17：00

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 老人福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 老人福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 保健福祉センター

特定健診 9：00～11：30、13：00～14：00 保健福祉センター

母親学級（平成26年9～12月出産予定者） 受付9：10～、13：10～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

半日ミニドック 受付8：20～10：40 保健福祉センター

【休日診療当番医】　服部クリック（加茂市幸町） ☎53-4680　　〈時間〉9：00～17：00

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その159）

これからのまちづくり （2）
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中　店　　　長谷川純平（91）

下吉田　　　塚越　清一（68）
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み
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五
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い
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達
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山
　
田
　
加
藤
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で
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に
て
自
分
ほ
め
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き
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ダ
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イ
捨
て
は

五
月
晴
れ
今
日
わ
ほ
ほ
え
む
か
に
の
味

が
ん
ば
れ
て
散
歩
の
孫
と
犬
に
言
う

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

4／26～5／25届出分、
敬称略

本田上　　　岩見　賢臣（万培・美幸）

清水沢　　　大塚　健吾（健・桂子）

坂　田　　　五十嵐麻紘（真一・亜利沙）

羽生田　　　釣巻　晴陽（渉・智子）

川船河　　　入倉　誉・ゆりあ（大竹）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　近郷各地からアマ最高峰の集結！ノドを競う！
◇日　　　時　6月28日（日）午後5時～
　　　　　　　（午後4時30分開場）
◇会　　　場　椿寿荘
◇一般入場料　前売券1,000円、当日券1,200円
　　　　　　　（各入館料含）
◇ゲスト歌手　日本コロンビア
　　　　　　　越ひかり＆オフイス　涼美
◇主　　　催　あじさい歌謡連盟　
　　　　　　　共同体新潟福島会グループ
◆問い合わせ：かわさき　☎090-5347-1555
　　　　　　　ふくしま　☎090-1404-4747

◇日　時　6月20日（土）、27日（土）　午後1時～5時
◆申込・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

日本の歌を愛する
「コンサートの夕べ」

　行政機関への手続き、サービスについての要望
はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ
てもお気軽に相談ください。
◇日　時　月～金曜日　午前9時～午後5時
◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員
　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と
「暮らし」の電話相談

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

◇日時　8月1日（土）午後2時～
　　　　※開場：午後1時30分～
◇会場　新潟市秋葉区文化会館
◇出演　アンサンブル・オビリー（佐々木將公・
　　　　阿部智子・加野晶子・片野大輔）
◇曲目　アイネクライネナハトムジューク／モー
　　　　ツァルト、大人も楽しいジブリメドレー
　　　　／久石譲、情熱大陸／葉加瀬太郎など
◇料金　500円　※チケット制ですので、事前に
　　　　　　　　　お買い求めください。
◆問い合わせ：
　新潟市秋葉区文化会館　☎0250-25-3301

　近年、目や口の渇きで悩んでいる方はいませんか。
＜講演内容＞
　更年期女性の不定愁訴と目・口腔乾燥症を考える！
『シェーグレン症候群とは、どのような病気か？』
◇講師　県立リウマチセンター　伊藤聡　副院長
◇会場　加茂文化会館　※申込不要・入場無料
◆問い合わせ：ゼリア新薬工業株式会社
　　　  　市民公開講座事務局　☎025-243-0508

弦楽四重奏　アンサンブル・オビリー
ワンコインコンサート

◇日　時　7月11日（土）午前11時～11時30分
◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室
◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料
◇対　象　幼児～小学生
◆問い合わせ：
　たがみサニープレイス　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会

免疫疾病に悩む方々のための健康教室

さ
ら

ひ
と
と
き

と

けんしん

けん ご

  ま  ひろ
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田
上
の
学
校

田
上
の
学
校
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教
育
勅
語
と
御
真
影
③

　
昭
和
８
年
９
月
１
日
、
村
内
の
４
校
が
統
合
さ
れ
た
の
で
、
分
校
に

な
っ
た
小
学
校
の
横
場
、
保
明
校
は
県
庁
に
教
育
勅
語
及
び
御
真
影
を

奉
還
し
た
。
羽
生
田
校
は
そ
の
ま
ま
捧
持
し
て
い
た
。

　
田
上
小
学
校
で
は
昭
和
11
年
６
月
校
庭
に
田
巻
俊
太
郎（
原
田
巻
家
）

の
寄
贈
に
よ
り
奉
安
殿
が
建
て
ら
れ
た
。
総
檜
造
り
で
鉄
釘
を
１
本
も

使
用
し
な
い
立
派
な
も
の
で
、
近
郷
に
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い

と
い
わ
れ
て
い
た
。
奉
安
殿
は
最
初
は
石
造
り
の
も
の
土
蔵
風
の
も
の
、

洋
風
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
が
、
世
の
中
が
戦
争
気
分
に
な

る
に
し
た
が
い
、
神
が
か
り
の
風
潮
に
の
り
「
神
殿
造
り
」
が
流
行
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
小
学
校
の
一
郭
を
整
地
し
中
央
に
奉
安
殿
を

建
て
、
そ
の
周
囲
に
は
池
を
掘
り
水
を
流
し
庭
木
な
ど
も
配
置
し
て
小

さ
い
な
が
ら
も
瀟
洒
な
庭
園
で
あ
っ
た
。
昭
和
11
年
12
月
16
日
に
修
祓

式
、
奉
還
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
前
を
通
る
時
は
軽
く
頭
を
下
げ
る
よ

う
に
先
生
に
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
建
物
は
、
山
田
の
乾
鐵
三
郎
氏
が

棟
梁
と
な
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
11
年
12
月
16
日
に
田
上
村

長
高
橋
尚
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
戦
後
、
昭
和
21
年
10
月
８
日
、
文
部
省
は
「
勅
語
ノ
奉
読
廃
止
」
等

の
通
達
に
よ
り
奉
安
殿
は
解
体
さ
れ
る
運
命
で
あ
っ
た
が
、
今
は
川
船

河
の
熊
野
神
社
の
奥
の
院
に
な
っ
て
い
る
。
（
続
く
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

　加茂ともしびの会では、視覚障がい者の目の代

わりに書いてある文字を「声に出して読む」音声

訳講習会を開催します。

　一緒に音声訳を学んでみませんか？

◇日時　7月4日（土）・18日（土） 午前10時～正午

　　　　※どちらか1日でも可

◇会場　加茂市立図書館

◇講師　小松栄子先生（日盲連社協認定音声訳指導員）

◆問い合わせ：加茂ともしびの会 久我☎52-1299

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　6月28日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた

　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

音声訳講習会

◇日　時　6月27日（土）

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　クレヨンの星

　　　　　むくはとじゅうの名犬物語

　　　　　交通安全でござるハットリくん

　　　　　ほか全6作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第222回 16ミリ映写会

おもちゃ病院

し
ょ
う
し
ゃ

し
ゅ
う
ば
つ
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が
ん
ば
れ
て
散
歩
の
孫
と
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に
言
う

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

4／26～5／25届出分、
敬称略

本田上　　　岩見　賢臣（万培・美幸）

清水沢　　　大塚　健吾（健・桂子）

坂　田　　　五十嵐麻紘（真一・亜利沙）

羽生田　　　釣巻　晴陽（渉・智子）

川船河　　　入倉　誉・ゆりあ（大竹）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　近郷各地からアマ最高峰の集結！ノドを競う！
◇日　　　時　6月28日（日）午後5時～
　　　　　　　（午後4時30分開場）
◇会　　　場　椿寿荘
◇一般入場料　前売券1,000円、当日券1,200円
　　　　　　　（各入館料含）
◇ゲスト歌手　日本コロンビア
　　　　　　　越ひかり＆オフイス　涼美
◇主　　　催　あじさい歌謡連盟　
　　　　　　　共同体新潟福島会グループ
◆問い合わせ：かわさき　☎090-5347-1555
　　　　　　　ふくしま　☎090-1404-4747

◇日　時　6月20日（土）、27日（土）　午後1時～5時
◆申込・問い合わせ：大塚行政書士事務所
　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

日本の歌を愛する
「コンサートの夕べ」

　行政機関への手続き、サービスについての要望
はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ
てもお気軽に相談ください。
◇日　時　月～金曜日　午前9時～午後5時
◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員
　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と
「暮らし」の電話相談

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

◇日時　8月1日（土）午後2時～
　　　　※開場：午後1時30分～
◇会場　新潟市秋葉区文化会館
◇出演　アンサンブル・オビリー（佐々木將公・
　　　　阿部智子・加野晶子・片野大輔）
◇曲目　アイネクライネナハトムジューク／モー
　　　　ツァルト、大人も楽しいジブリメドレー
　　　　／久石譲、情熱大陸／葉加瀬太郎など
◇料金　500円　※チケット制ですので、事前に
　　　　　　　　　お買い求めください。
◆問い合わせ：
　新潟市秋葉区文化会館　☎0250-25-3301

　近年、目や口の渇きで悩んでいる方はいませんか。
＜講演内容＞
　更年期女性の不定愁訴と目・口腔乾燥症を考える！
『シェーグレン症候群とは、どのような病気か？』
◇講師　県立リウマチセンター　伊藤聡　副院長
◇会場　加茂文化会館　※申込不要・入場無料
◆問い合わせ：ゼリア新薬工業株式会社
　　　  　市民公開講座事務局　☎025-243-0508

弦楽四重奏　アンサンブル・オビリー
ワンコインコンサート

◇日　時　7月11日（土）午前11時～11時30分
◇会　場　原ヶ崎交流センター・図書室
◇内　容　絵本の読み聞かせ　※入場無料
◇対　象　幼児～小学生
◆問い合わせ：
　たがみサニープレイス　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会

免疫疾病に悩む方々のための健康教室

さ
ら
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と
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き

と
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学
校

田
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学
校
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教
育
勅
語
と
御
真
影
③

　
昭
和
８
年
９
月
１
日
、
村
内
の
４
校
が
統
合
さ
れ
た
の
で
、
分
校
に

な
っ
た
小
学
校
の
横
場
、
保
明
校
は
県
庁
に
教
育
勅
語
及
び
御
真
影
を

奉
還
し
た
。
羽
生
田
校
は
そ
の
ま
ま
捧
持
し
て
い
た
。

　
田
上
小
学
校
で
は
昭
和
11
年
６
月
校
庭
に
田
巻
俊
太
郎（
原
田
巻
家
）

の
寄
贈
に
よ
り
奉
安
殿
が
建
て
ら
れ
た
。
総
檜
造
り
で
鉄
釘
を
１
本
も

使
用
し
な
い
立
派
な
も
の
で
、
近
郷
に
は
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い

と
い
わ
れ
て
い
た
。
奉
安
殿
は
最
初
は
石
造
り
の
も
の
土
蔵
風
の
も
の
、

洋
風
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
が
、
世
の
中
が
戦
争
気
分
に
な

る
に
し
た
が
い
、
神
が
か
り
の
風
潮
に
の
り
「
神
殿
造
り
」
が
流
行
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
小
学
校
の
一
郭
を
整
地
し
中
央
に
奉
安
殿
を

建
て
、
そ
の
周
囲
に
は
池
を
掘
り
水
を
流
し
庭
木
な
ど
も
配
置
し
て
小

さ
い
な
が
ら
も
瀟
洒
な
庭
園
で
あ
っ
た
。
昭
和
11
年
12
月
16
日
に
修
祓

式
、
奉
還
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
前
を
通
る
時
は
軽
く
頭
を
下
げ
る
よ

う
に
先
生
に
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
建
物
は
、
山
田
の
乾
鐵
三
郎
氏
が

棟
梁
と
な
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
11
年
12
月
16
日
に
田
上
村

長
高
橋
尚
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
戦
後
、
昭
和
21
年
10
月
８
日
、
文
部
省
は
「
勅
語
ノ
奉
読
廃
止
」
等

の
通
達
に
よ
り
奉
安
殿
は
解
体
さ
れ
る
運
命
で
あ
っ
た
が
、
今
は
川
船

河
の
熊
野
神
社
の
奥
の
院
に
な
っ
て
い
る
。
（
続
く
）

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

　加茂ともしびの会では、視覚障がい者の目の代

わりに書いてある文字を「声に出して読む」音声

訳講習会を開催します。

　一緒に音声訳を学んでみませんか？

◇日時　7月4日（土）・18日（土） 午前10時～正午

　　　　※どちらか1日でも可

◇会場　加茂市立図書館

◇講師　小松栄子先生（日盲連社協認定音声訳指導員）

◆問い合わせ：加茂ともしびの会 久我☎52-1299

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。

技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す

る場合があります。

◇日　時　6月28日（日）午後1時～4時

◇会　場　コミュニティセンター

◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた

　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

音声訳講習会

◇日　時　6月27日（土）

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　クレヨンの星

　　　　　むくはとじゅうの名犬物語

　　　　　交通安全でござるハットリくん

　　　　　ほか全6作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第222回 16ミリ映写会

おもちゃ病院

し
ょ
う
し
ゃ

し
ゅ
う
ば
つ
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

羽生田小学校運動会羽生田小学校運動会

交流のまちづくり事業交流のまちづくり事業交流のまちづくり事業

もやし…1袋　　にんじん…中１/３本

切干大根…２０ｇ　　小松菜…１/２袋　　

　　醤油…小さじ２　　三温糖…小さじ１　　塩…小さじ１/2

　　ごま油…小さじ１　　いりごま…小さじ２

田上の彩時記で紹介した菜の花畑は、曽根地区の皆さんが毎年種をまいて植栽しています。
また、護摩堂山登山道でも、護摩堂山の自然を楽しんでもらうため、曽根地区の皆さんがオトメユリ・ヤマユリを
植栽しています。護摩堂山のユリは6月中旬ころまでが見ごろですので、
ぜひ護摩堂山へ足を伸ばしてみませんか。あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

広報　たがみまち広報　たがみまち

ま　ち

2015
平成27年

◆町県民税１期

◆国民健康保険税３期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（5月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,148
+ 3

12,403
－ 24

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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　今回は町学校給食共同調理場の学校栄養教諭の杉山朝子さんが暑い季節にお

すすめの学校給食メニューを紹介します。

　町内小・中学校の給食を1日905食作っています。地元産の
旬の食材を活用し、バランスよくおいしい給食を提供してい
ます。子どもたちは、給食の魚や野菜料理も比較的喜んで食
べています。いろいろな食材が入った給食はみんなで食べる
とさらにおいしいようです。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

忙しい時も野菜を忘
れないでね！
　　　　たけたより

作り方 ①にんじんはせん切りにして茹でて冷ます。

②もやしは水から茹で、沸騰後すぐにザルにあけ、流水で冷やし、水気

　　をよく切る。

③切干大根はもどして、3㎝に切り、茹でて冷ます。

④小松菜は3㎝に切り、茹でて冷ます。

⑤調味料を合せ、食べる直前に茹でた野菜と和え、いりごまを振りかける。

※ラー油を入れてもおいしいです。

【担当のコーナー】

【給食献立】

　五目炒飯、焼き餃子
　もやしのナムル
　ニラ卵スープ、牛乳

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

田上小学校運動会田上小学校運動会
材料

（４人分）

✿醤油より、塩味をきかせることで、ごま油といりごまの香りを楽しめ

　　ます。

✿切干大根を入れることで、歯ごたえがよくなり、カルシウムや鉄、食

　　物繊維がとれます。

✿給食では、ぜんまいと豚肉、たけのこなどで作る、ビビンバの具とと

　　もに、ごはんに混ぜて食べる献立も人気です。

一口
メッセージ

もやしのナムル ★もやしのナムル

曽根地区の菜の花畑の様子（4月29日）
ゴールデンウィーク中の竹の子堀
体験会の様子

　４月下旬、曽根地区では菜の花が満開

でした。また、５月上旬は筍掘り体験会

が開催され、町内外から大勢の参加者が

あり、旬のイベントを楽しんでいました。

2015

6
No.547

N
o.547

6
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ
学校給食のおすすめレシピ

★田上町学校給食共同調理の紹介コーナー

6月は食育月間です。みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112


